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最新問題: 1
すべての Snowflakeアカウントが Enterpriseエディション以上を使用していると仮定すると、データのコピーが
必要な開発およびテストのシナリオはどれですか?ゼロコピーのクローン作成は適切ではありません。(2つ選択し
てください)。
A.開発者は、ライブデータの変換されたバージョンに対して作業するための独自のデータセットを作成します。
B.運用環境と開発環境は同じアカウント内の異なるデータベースで実行されます。開発者は、特定の列がマスクさ
れた運用環境のようなデータを表示する必要があります。

C.データは実稼働 Snowflakeアカウントにあり、同じクラウドリージョン内の別の開発/テスト Snowflakeアカ
ウントの開発者に提供する必要があります。

D.開発者は、初期開発と単体テストのために、開発アカウントで以前に作成された標準テストデータベースの独
自のコピーを作成します。

E.リリースプロセスでは、運用規模と複雑さのデータを使用した変更の運用前テストが必要です。セキュリティ上
の理由から、実稼働前も実稼働アカウントで実行されます。

Answer: A,C (メーッセージを残す)
ゼロコピークローン作成は、データを物理的にコピーせずにテーブル、スキーマ、またはデータベースのクローン

を作成できる機能です。ゼロコピークローン作成は、クローンオブジェクトが元のオブジェクトと同じデータお

よびメタデータを持つ必要があり、クローンオブジェクトを頻繁に変更または更新する必要がないシナリオに適

しています。ゼロコピークローン作成は、クローン作成されたオブジェクトを同じ Snowflakeアカウント内、また
は同じクラウドリージョン内の異なるアカウント間で共有する必要があるシナリオにも適しています2。ただし、
ゼロコピークローン作成は、クローン作成されたオブジェクトに異なる属性を持たせる必要があるシナリオには

適していません。元のオブジェクトよりもデータやメタデータが大きい場合、または複製されたオブジェクトを頻

繁に変更または更新する必要がある場合。

ゼロコピークローン作成は、クローン化されたオブジェクトを異なるクラウドリージョンの異なるアカウント間

で共有する必要があるシナリオにも適していません。これらのシナリオでは、COPY INTOコマンドを使用するか、
セキュアビューでのデータ共有を使用することによって、データのコピーが必要になります3。以下は、データのコ
ピーが必要で、ゼロコピークローン作成が必要ない開発およびテストシナリオの例です。適切であること：
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開発者は、ライブデータの変換されたバージョンに対して作業するための独自のデータセットを作成します。この

シナリオでは、開発者が列、行、値の追加、削除、更新などの変換を実行するためにクローンオブジェクトのデータ

またはメタデータを変更する必要があるため、データのコピーが必要です。ゼロコピークローン作成は、元のオブ

ジェクトと同じデータとメタデータを共有する読み取り専用クローンを作成することになり、クローンに加えられ

た変更は元のオブジェクトにも影響を与えるため、適切ではありません4データは運用 Snowflakeアカウントにあ
りますこれは、同じクラウドリージョン内の別の開発/テスト Snowflakeアカウントの開発者に提供する必要があ
ります。このシナリオでは、同じクラウドリージョン内の異なるアカウント間でデータを共有する必要があるた

め、データのコピーが必要です。ゼロコピークローン作成は、元のオブジェクトと同じアカウント内にクローンを

作成することになり、そのクローンを別のアカウントと共有できないため、適切ではありません。同じクラウド

リージョン内の異なるアカウント間でデータを共有するには、安全なビューまたは COPY INTOコマンドを使用し
たデータ共有を使用できます5。以下は、ゼロコピークローン作成が適しており、データのコピーが必要ない開発
およびテストシナリオの例です。:
本番環境と開発環境は同じアカウント内の異なるデータベースで実行され、開発者は本番環境と同様のデータを、

特定の列がマスクされた状態で表示する必要があります。このシナリオでは、データを同じアカウント内で共有す

る必要があり、複製されたオブジェクトには元のオブジェクトとは異なるデータやメタデータが必要ないため、ゼ

ロコピークローン作成を使用できます。ゼロコピークローン作成では、運用データベースのクローンを開発デー

タベースに作成でき、そのクローンには元のデータベースと同じデータとメタデータを含めることができます。特

定の列をマスクするために、クローンの上にセキュアビューを作成でき、開発者はクローンに直接アクセスする代

わりにセキュアビューにアクセスできます6開発者は、開発アカウントで事前に作成された標準テストデータ
ベースの独自のコピーを作成します。初期開発と単体テスト。このシナリオでは、データを同じアカウント内で共

有する必要があり、複製されたオブジェクトには元のオブジェクトとは異なるデータやメタデータが必要ないた

め、ゼロコピークローン作成を使用できます。ゼロコピークローン作成では、開発者ごとに標準テストデータベー

スのクローンを作成でき、そのクローンには元のデータベースと同じデータとメタデータを含めることができま

す。開発者は、最初の開発と単体テストにクローンを使用でき、クローンに加えられた変更は元のデータベースや

他のクローンに影響を与えません7。リリースプロセスでは、運用規模と複雑さのデータを使用した変更の運用前
テストが必要です。セキュリティ上の理由から、実稼働前も実稼働アカウントで実行されます。このシナリオでは、

データを同じアカウント内で共有する必要があり、複製されたオブジェクトには元のオブジェクトとは異なるデー

タやメタデータが必要ないため、ゼロコピークローン作成を使用できます。ゼロコピークローン作成では、実稼働

前データベースに実稼働データベースのクローンを作成でき、そのクローンには元のデータベースと同じデータと

メタデータを含めることができます。実稼働前テストでは、クローンを使用して、実稼働の規模と複雑さのデータ

による変更をテストできます。クローンに加えられた変更は、元のデータベースや実稼働環境には影響しません8。
1: SnowPro Advanced:アーキテクト |学習ガイド 9
2:スノーフレークのドキュメント |クローン作成の概要
3:スノーフレークのドキュメント | COPYを使用したテーブルへのデータのロード
4:スノーフレークのドキュメント |ロード中のデータの変換
5:スノーフレークのドキュメント |データ共有の概要
6:スノーフレークのドキュメント |安全なビュー
7:スノーフレークのドキュメント |データベース、スキーマ、テーブルのクローン作成
8:スノーフレークのドキュメント |テストと開発のためのクローン作成



: SnowPro Advanced:アーキテクト |学習ガイド
:クローン作成の概要
: COPYを使用したテーブルへのデータのロード
:ロード中のデータの変換
:データ共有の概要
:安全なビュー
:データベース、スキーマ、テーブルのクローン作成
:テストと開発のためのクローン作成

最新問題: 2
A社は最近 B社を買収しました。
企業 Bの Snowflakeデプロイメントは、Azure西ヨーロッパリージョンにあります。
統合プロセスの一環として、アーキテクトは、B社の販売データを、AWS us-east-1リージョンにある A社の
Snowflakeアカウントに統合するように依頼されました。
この要件はどのように満たされるのでしょうか?
A. Snowflake内のクロスリージョンデータレプリケーションを使用して、会社 Bの Snowflakeアカウントから会
社 Aの Snowflakeアカウントに販売データをレプリケートします。B社のアカウントから A社のアカウントへの
直接共有を構成します。

B. B社の Snowflakeアカウントから売上データを CSVファイルとしてエクスポートし、そのファイルを A社の
Snowflakeアカウントに転送します。Snowflakeのデータ読み込み機能を使用してデータをインポートします。
C.企業 Bの Snowflakeデプロイメントを企業 Aの Snowflakeデプロイメントと同じリージョンに移行し、データ
の局所性を確保します。次に、販売データの直接データベース間マージを実行します。

D. Azure Data Factoryまたは同様のツールを使用してカスタムデータパイプラインを構築し、B社の Snowflake
アカウントから販売データを抽出します。データを変換して、A社の Snowflakeアカウントにロードします。
Answer: A (メーッセージを残す)
企業 Bの販売データを企業 Aの Snowflakeアカウントに統合するという要件を満たす最良の方法は、Snowflake
内でリージョン間のデータレプリケーションを使用することです。この機能により、データプロバイダーは、さま

ざまな地域やクラウドプラットフォームにわたってデータコンシューマーとデータを安全に共有できます。Azure
西ヨーロッパリージョンの企業 Bのアカウントから AWS us-east-1リージョンの企業 Aのアカウントに売上
データをレプリケートすると、データが同期され、利用できるようになります。データレプリケーションを有効に

するには、アカウントがリンクされ、ORGADMINロールを持つユーザーによってレプリケーションが有効になる
必要があります。次に、レプリケーショングループを作成し、販売データベースをそのグループに追加する必要が

あります。最後に、レプリケートされたデータへのアクセスを許可するには、B社のアカウントから A社のアカウ
ントへの直接共有を構成する必要があります。このオプションは、CSVファイルを使用してデータをエクスポート
およびインポートしたり、Snowflakeデプロイメント全体を別のリージョンまたはクラウドプラットフォームに移
行したりするよりも効率的かつ安全です。また、外部ツールを使用してカスタムデータパイプラインを構築する

必要もありません。

参考文献:
地域およびクラウドプラットフォーム間でデータを安全に共有する

レプリケーションとフェイルオーバーの概要
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レプリケーションに関する考慮事項

アカウントオブジェクトの複製

最新問題: 3
ある企業は、主要なエンタープライズ IDプロバイダーを Snowflakeによるフェデレーション認証と統合したいと
考えています。

認証統合が構成され、Snowflakeでロールが作成されました。ただし、ユーザーは作成時に Snowflakeに自動的に
表示されず、ユーザーのグループメンバーシップは割り当てられたローテに反映されません。

運用上のオーバーヘッドを最小限に抑えて、不足している機能を有効にするにはどうすればよいでしょうか?
A. OAuthは、アイデンティティプロバイダーと Snowflakeの間で構成する必要があります。次に、ユーザーとロー
ルの適切なマッピングを使用して認可サーバーを構成する必要があります。

B. OAuthは、アイデンティティプロバイダーと Snowflakeの間で構成する必要があります。次に、ユーザーの適切
なマッピングを使用して認可サーバーを構成し、ロール割り当ての適切なマッピングを使用してリソースサー

バーを構成する必要があります。

C. SCIMはアイデンティティプロバイダーと Snowflakeの間で有効にする必要があります。SCIMを通じて両方
が同期されると、それらのグループが Snowflakeでグループアカウントとして作成され、適切なロールを付与でき
るようになります。

D. SCIMは、アイデンティティプロバイダーと Snowflakeの間で有効にする必要があります。SCIMを介して両方
が同期されたら。ユーザーは自動的に作成され、そのグループのメンバーシップが Snowflakeのロールとして反映
されます。

Answer: D (メーッセージを残す)
エンタープライズ IDプロバイダーをフェデレーション認証と統合し、Snowflakeで自動ユーザー作成とロール割
り当てを有効にする最良の方法は、SCIM (クロスドメイン ID管理システム)を使用することです。SCIMを使用す
ると、Snowflakeはアイデンティティプロバイダーと同期し、アイデンティティプロバイダーから提供された情報
に基づいてユーザーとグループを作成できます。グループは Snowflakeのロールにマップされ、ユーザーにはグ
ループメンバーシップに基づいてロールが割り当てられます。こうすることで、アイデンティティプロバイダー

がユーザーとグループ管理の信頼できる情報源となり、Snowflakeは手動介入なしで変更を自動的に反映します。
他のオプションは、認証やユーザープロビジョニングではなく承認用のプロトコルである OAuthの使用を必要と
し、承認サーバーとリソースサーバーの追加構成が必要なため、不正確または不完全です。

最新問題: 4
USER_01という名前のユーザーは、スキーマ EDW上にマテリアライズドビューを作成するためのアクセス権が
必要です。STG_SCHEMA。このアクセスはどのようにして提供できるのでしょうか?
A.スキーマ EDW.STG_SCHEMAでのマテリアライズドビューの作成をユーザーに許可します
USER_01;
B.ユーザー USERJD1にデータベース EDWでのマテリアライズドビューの作成を許可します。
C.ユーザー USER_01にロール NEW_ROLEを付与します。
スキーマ ECW.STG_SCHEKAのマテリアライズドビューの作成を NEW_ROLEに付与します。
D. USER_01にロール NEW_ROLEを付与します。
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EDW.STG_SCHEMAのマテリアライズドビューの作成を NEW_ROLEに付与します。
Answer: A (メーッセージを残す)
正解は Aです。これにより、スキーマ EDW.STG_SCHEMA上にマテリアライズドビューを作成する特定の権限
がユーザー USER_01に直接付与されます。
オプション Bは、データベース EDW全体に対してマテリアライズドビューを作成する権限を付与するため、不正
解です。これは範囲が広すぎて不必要です。また、ユーザー名にタイプミスがあります (USER_01ではなく
USERJD1)。
オプション Cは、別のスキーマ (EDW.STG_SCHEMAではなく ECW.STG_SCHEKA)でマテリアライズドビュー
を作成する権限を付与するため、不正解です。また、この目的のために新しいロールを作成する必要もありません。

オプション Dは、無効なオブジェクトに対してマテリアライズドビューを作成する権限を付与するため、不正解
です (EDW.STG_SCHEMAは有効なスキーマ名ではありません。EDW.STG_SCHEMAである必要があります)。ま
た、この目的のために新しいロールを作成する必要もありません。参考文献:
Snowflakeドキュメント:マテリアライズドビューの作成
Snowflakeドキュメント:マテリアライズドビューの操作
[Snowflakeドキュメント:スキーマに対する GRANT権限]

最新問題: 5
アーキテクトは次の SQLクエリを実行します。

このクエリはどのように解釈できるでしょうか?
A. FILEROWSはステージです。FILE_ROW_NUMBERはファイル内の行番号です。
B. FILEROWSはテーブルです。FILE_ROW_NUMBERはテーブル内の行番号です。
C. FILEROWSはファイルです。FILE_ROW_NUMBERはファイル形式の場所です。
D. FILERONSはファイル形式の場所です。FILE_ROW_NUMBERはステージです。
Answer: A (メーッセージを残す)
ステージは、データのロードおよびアンロード用のファイルを保存できる Snowflake内の名前付きの場所です。ス
テージは、ファイルが保存されている場所に応じて、内部または外部になります。

質問のクエリでは、LIST関数を使用して、FILEROWSという名前のステージ内のファイルを一覧表示します。こ
の関数は、ステージ内のファイルの行番号である FILE_ROW_NUMBERを含む、さまざまな列を含むテーブルを
返します。

したがって、クエリは、FILEROWSという名前のステージ内のファイルをリストし、ステージ内の各ファイルの行
番号を示すものとして解釈できます。

参考文献:
:ステージ
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:リスト関数

最新問題: 6
Snowflakeがテーブル内のクラスタリング情報を監視するために提供するシステム関数 (2つ選択してください)。
A. SYSTEM$CLUSTERING_INFORMATION
B. SYSTEM$CLUSTERING_USAGE
C. SYSTEM$CLUSTERING_DEPTH
D. SYSTEM$CLUSTERING_KEYS
E. SYSTEM$CLUSTERING_PERCENT
Answer: A,C (メーッセージを残す)
Snowflakeのドキュメントによると、これら 2つのシステム関数は、テーブル内のクラスタリング情報を監視する
ために Snowflakeによって提供されています。システム関数は、アクションを実行したり、システムに関する情報
を返したりできる関数のタイプです。クラスタリングキーは、テーブル内の 1つ以上の列に基づいてマイクロ
パーティション全体でデータを整理できる機能です。クラスタリングにより、スキャンするファイルの数が減り、

クエリのパフォーマンスが向上します。

SYSTEM$CLUSTERING_INFORMATIONは、テーブル内の 1つ以上の列に基づいてテーブルのクラスタリング情
報 (平均クラスタリング深度など)を返すシステム関数です。この関数はテーブル名とオプションの列名または式
を引数として受け取り、クラスタリング情報を含む JSON文字列を返します。クラスタリング情報には、キーによ
るクラスタリング、総パーティション数、総定数パーティション数、平均オーバーラップ数、および平均深さ 1が含
まれます。

SYSTEM$CLUSTERING_DEPTHは、テーブル内の 1つ以上の列に基づいてテーブルのクラスタリングの深さを
返すシステム関数です。この関数はテーブル名とオプションの列名または式を引数として受け取り、クラスタリン

グの深さを含む整数値を返します。クラスタリングの深さは、テーブル内のマイクロパーティションの重複するマ

イクロパーティションの最大数です。クラスタリングの深さが低いほど、クラスタリングが良好であることを示し

ます2。
参考文献:
SYSTEM$CLUSTERING_INFORMATION |スノーフレークのドキュメント
SYSTEM$CLUSTERING_DEPTH |スノーフレークのドキュメント

最新問題: 7
アーキテクトは、ユーザーが受信共有からデータベースを作成できるようにする必要があります。

この要件を満たすには、ユーザーのロールにはどの権限が必要ですか? (2つお選びください。)
A.インポートシェア;
B.インポート権限;
C.データベースを作成します。
D.共有を作成します。
E.データベースをインポートします。
Answer: C,E (メーッセージを残す)
Snowflakeのドキュメントによると、受信共有からデータベースを作成するには、ユーザーのロールに次の権限が
必要です。
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現在のアカウントの CREATE DATABASE権限。この権限により、ユーザーは account1に新しいデータベースを
作成できます。

共有に対する IMPORT DATABASE権限。この権限により、ユーザーはデータベースを共有からアカウントにイン
ポートできます2。リストされている他の権限は、この要件には関係ありません。IMPORT SHARE権限は、データ
ベースではなく、アカウントに共有をインポートするために使用されます3。IMPORT PRIVILEGES権限は、オブ
ジェクト自体ではなく、共有オブジェクトに付与された権限をインポートするために使用されます2。CREATE
SHARE権限は、他のアカウントからのデータを消費するためではなく、他のアカウントにデータを提供するため
の共有を作成するために使用されます4。
参考文献:
データベースの作成 |スノーフレークのドキュメント
共有からのデータのインポート |スノーフレークのドキュメント
共有のインポート |スノーフレークのドキュメント
共有を作成 |スノーフレークのドキュメント

最新問題: 8
あなたは組織内のスノーフレークアーキテクトです。ビジネスチームは、Tableauを通じて視覚化できるデータを
ロードする必要があるユースケースをデプロイすることにしました。毎日新しいデータが入ってくるので、古い

データは必要なくなります。

この場合、コストを最適化するためにどのタイプのテーブルを使用するか

A.トランジェント
B.一時的
C.永続的
Answer: A (メーッセージを残す)
一時テーブルは、フェイルセーフ期間がなく、0日または 1日のタイムトラベル保持期間を持つことができる
Snowflakeのテーブルのタイプです。一時テーブルは、簡単に再現または複製できる一時データまたは中間データ
に適しています1。
一時テーブルは、セッションが終了するか現在のユーザーがログアウトすると自動的に削除される Snowflakeの
テーブルのタイプです。一時テーブルにはストレージのコストはかかりませんが、他のユーザーやセッションには

表示されません2。
永続テーブルは、フェイルセーフ期間と最大 90日間のタイムトラベル保持期間を持つ Snowflakeのテーブルのタ
イプです。永続テーブルは、偶発的または悪意のある削除から保護する必要がある永続的で耐久性のあるデータに

適しています3。
この場合、ユースケースでは、Tableauを通じて視覚化できるいくつかのデータをロードする必要があります。
データは毎日更新されるため、古いデータは必要なくなります。したがって、この場合にコストを最適化するため

に使用するテーブルの最適なタイプは一時テーブルです。これは、フェイルセーフコストが発生せず、タイムトラ

ベルの保持期間が 0日または 1日と短いためです。こうすることで、不要なストレージコストを発生させることな
く、Tableauでデータをロードしてクエリした後、削除または上書きすることができます。
参考資料: :一時テーブル :一時テーブル :タイムトラベルの理解と使用

最新問題: 9
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データはインポートされ、VARIANT列に JSONとして保存されます。クエリのパフォーマンスは問題ありません
でしたが、最近ではクエリのパフォーマンスが低下していることが報告されています。

これの原因は何でしょうか?
A.最近のデータインポートに JSON nullがありました。
B. JSON内のキーの順序が変更されました。
C.最近のデータインポートには、通常よりも少ないフィールドが含まれていました。
D.最近のデータインポートの JSON値の文字列の長さにばらつきがありました。
Answer: B,D (メーッセージを残す)
データはインポートされ、VARIANT列に JSONとして保存されます。クエリのパフォーマンスは問題ありません
でしたが、最近ではクエリのパフォーマンスが低下していることが報告されています。これは次の要因によって引

き起こされる可能性があります。

JSON内のキーの順序が変更されました。Snowflakeは、半構造化データを、最も一般的な要素については列のよう
な構造に内部的に格納し、残りは残り物のような列に格納します。JSON内のキーの順序は、Snowflakeが共通要素
を決定する方法と、クエリのパフォーマンスを最適化する方法に影響します。JSON内のキーの順序が変更された
場合、Snowflakeはデータを再解析し、内部ストレージを再編成する必要が生じる可能性があり、その結果、クエリ
のパフォーマンスが低下する可能性があります。

最近のデータインポートでは、JSON値の文字列の長さにばらつきがありました。日付やタイムスタンプなどの非
ネイティブ値は、VARIANT列にロードされるときに文字列として保存されます。
これらの値の操作は、対応するデータ型を使用してリレーショナル列に格納する場合よりも遅くなり、より多くの

領域を消費する可能性があります。最近のデータインポートで JSON値の文字列長にばらつきがあった場
合、Snowflakeはより多くのスペースを割り当て、より多くの変換を実行する必要があり、その結果、クエリのパ
フォーマンスが低下する可能性もあります。

他のオプションは、クエリのパフォーマンス低下の正当な原因ではありません。

最近のデータインポートに JSON nullがありました。Snowflakeは、半構造化データの 2種類の null値、SQL
NULLと JSON nullをサポートします。SQL NULLは値が欠落しているか不明であることを意味し、JSON nullは
値が明示的に nullに設定されていることを意味します。Snowflakeは、これら 2種類の null値を区別し、それに応
じて処理できます。最近のデータインポートに JSON nullが含まれていても、クエリのパフォーマンスに大きな影
響を与えることはありません。

最近のデータインポートには、通常よりも少ないフィールドが含まれていました。Snowflakeは、さまざまなス
キーマとフィールドを持つ半構造化データを処理できます。Snowflakeは既存のフィールドに基づいてデータの取
り込みとクエリの実行を最適化できるため、最近のデータインポートで通常よりもフィールドが少なくても、クエ

リのパフォーマンスに大きな影響を与えることはありません。

参考文献:
VARIANTに格納された半構造化データに関する考慮事項
スノーフレークアーキテクトトレーニング

バリアント列の一意の要素に対するスノーフレーククエリのパフォーマンス

スノーフレークのバリアントのパフォーマンス

最新問題: 10
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データのエクスポート先を制限するには、どの統合オブジェクトを使用する必要がありますか?
A.ステージ統合
B.セキュリティの統合
C.ストレージ統合
D. API統合
Answer: B (メーッセージを残す)
SnowPro Advanced: Architectのドキュメントと学習リソースによると、データのエクスポート先を制限するため
に使用する必要がある統合オブジェクトはセキュリティ統合です。セキュリティ統合は、Snowflakeとサードパー
ティのセキュリティサービス (Okta、Duo、Google Authenticatorなど)との間のインターフェイスを提供する
Snowflakeオブジェクトです。セキュリティ統合を使用すると、多要素認証 (MFA)を要求したり、エクスポート先
を特定のネットワークやドメインに制限したりするなど、データエクスポートに関するポリシーを適用できます。

セキュリティ統合を使用して、Snowflakeユーザーのシングルサインオン (SSO)またはフェデレーション認証を
有効にすることもできます1。
他のオプションは、データのエクスポート先を制限するために使用できる統合オブジェクトではないため、正しく

ありません。ステージ統合は Snowflakeの統合オブジェクトの有効なタイプではないため、オプション Aは不正解
です。ステージは、内部ステージ、外部ステージ、名前付きステージなど、データファイルが保存されている場所を

参照する Snowflakeオブジェクトです。ステージは、Snowflakeとサードパーティサービス間のインターフェイス
を提供する統合オブジェクトではありません2。オプション Cは不正解です。ストレージ統合は、Snowflakeと外部
クラウドストレージ (Amazon S3、Azure Blob Storage、Google Cloud Storageなど)との間のインターフェイスを
提供する Snowflakeオブジェクトです。ストレージ統合を使用すると、資格情報を公開せずに外部クラウドスト
レージからデータファイルに安全にアクセスできますが、データのエクスポート先を制限するために使用するこ

とはできません3。オプション Dは不正解です。API統合は、Snowflakeと、REST APIを使用するサードパーティ
サービス (Salesforce、Slack、Twilioなど)との間のインターフェイスを提供する Snowflakeオブジェクトで
す。API統合を使用すると、CALL_EXTERNAL_API関数を使用して Snowflakeから外部 REST APIを安全に呼び
出すことができますが、データのエクスポート先を制限するために使用することはできません4。参考資料:セキュ
リティ統合の作成 | Snowflakeドキュメント、CREATE STAGE | Snowflakeドキュメント、ストレージ統合の作成
| Snowflakeドキュメント、API統合の作成 |スノーフレークのドキュメント

最新問題: 11
クラウドプロバイダーが提供するメッセージングサービスを使用して、ほぼリアルタイムのデータを読み込むた

めに使用できる取り込み方法は次のどれですか?
A. Kafka用の Snowflakeコネクタ
B.スノーフレークストリーム
C.スノーパイプ
D.スパーク
Answer: A,C (メーッセージを残す)
Snowflake Connector for Kafkaと Snowpipeは、クラウドプロバイダーが提供するメッセージングサービスを使
用して、ほぼリアルタイムのデータを読み込むために使用できる 2つの取り込み方法です。Snowflake Connector
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for Kafkaを使用すると、Apache Kafkaトピックから構造化データおよび半構造化データを Snowflakeテーブルに
ストリーミングできます。

Snowpipeを使用すると、Amazon S3や Azure Blob Storageなどのクラウドストレージの場所に継続的に追加さ
れるファイルからデータを読み込むことができます。どちらの方法でも、Snowflakeのマイクロパーティショニン
グと列指向ストレージを利用して、データの取り込みとクエリのパフォーマンスを最適化します。Snowflakeスト
リームと Sparkは取り込みメソッドではなく、Snowflakeアーキテクチャのコンポーネントです。Snowflakeスト
リームは、テーブル内のデータ変更を追跡することにより、変更データキャプチャ (CDC)機能を提供しま
す。Sparkは、Snowflake Sparkコネクタを使用して大規模なデータを処理し、Snowflakeに書き込むために使用で
きる分散コンピューティングフレームワークです。参考文献:
Kafka用の Snowflakeコネクタ
スノーパイプ

スノーフレークストリーム

スノーフレークスパークコネクタ

最新問題: 12
ある会社には、Dataという名前の破損したデータを含むテーブルがあります。同社は、クローン作成とタイムトラ
ベルを使用して、5分前のデータを復元したいと考えています。
どのようなコマンドでこれを実現できるでしょうか?
A. CREATE CLONE TABLE Recover_Data FROM Data AT(OFFSET => -60*5);
B. CREATE CLONE Recover_Data FROM Data AT(OFFSET => -60*5);
C. CREATE TABLE Recover_Data CLONEデータ AT(OFFSET => -60*5);
D. CREATE TABLEデータのリカバリ CLONEデータ AT(TIME => -60*5);
Answer: C (メーッセージを残す)
これは、クローン作成とタイムトラベルを使用して、5分前のテーブルデータのクローンを作成するための正しい
コマンドです。クローン作成は、データやメタデータを複製せずに、データベース、スキーマ、テーブル、または

ビューのコピーを作成できる機能です。タイムトラベルは、定義された期間内の任意の時点で履歴データ (つま
り、変更または削除されたデータ)にアクセスできるようにする機能です。過去のある時点でテーブルのクローン
を作成する構文は次のとおりです。

CREATE TABLE <クローン名> CLONE <ソーステーブル> AT (OFFSET => <オフセット秒数>); OFFSETパラ
メータは、現在時刻との時差を秒単位で指定します。負の値は過去の時点を示します。たとえば、-60*5は 5分前を
意味します。あるいは、TIMESTAMPパラメータを使用して、過去の正確なタイムスタンプを指定することもでき
ます。クローンには、指定された時点でソーステーブルに存在していたデータが含まれます12。
参考文献:
Snowflakeドキュメント:オブジェクトのクローン作成
Snowflakeドキュメント:過去のある時点でのオブジェクトのクローン作成

最新問題: 13
ある企業では、さまざまな地域に複数のサイトがあり、そこからデータを取り込みたいと考えています。

このタイプのデータ取り込みを可能にするのは次のうちどれですか?
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A.企業は、そのアカウントにデータを取り込むことができるように、各クラウドリージョンに Snowflakeアカウ
ントを持っている必要があります。

B.会社は、Snowflakeアカウント間でデータをレプリケートする必要があります。
C.企業は各サイトに読者アカウントをプロビジョニングし、読者アカウントを通じてデータを取り込む必要があ
ります。

D.企業は外部ステージにストレージ統合を使用する必要があります。
Answer: D (メーッセージを残す)
これは正しい答えです。これにより、企業は外部ステージのストレージ統合を使用して、さまざまなリージョンか

らデータを取り込むことができるようになります。ストレージ統合は、Snowflakeから外部クラウドストレージ内
のファイルに安全かつ簡単にアクセスできるようにする機能です。ストレージ統合を使用して、外部ストレージ内

のファイルを参照する名前付きの場所である外部ステージを作成できます。外部ステージを使用すると、COPY
INTOコマンドを使用して Snowflakeテーブルにデータをロードしたり、COPY INTO LOCATIONコマンドを使用
して Snowflakeテーブルからデータをアンロードしたりできます。外部ストレージサービスが Snowflake12と互
換性がある限り、ストレージ統合は複数のリージョンとクラウドプラットフォームをサポートできます。

参考文献:
Snowflakeドキュメント:ストレージ統合
Snowflakeドキュメント:外部ステージ

最新問題: 14
CREDITCARDINFOテーブルの CREDICARDND列にマスキングポリシーが適用される次のシナリオを考えてみ
ましょう。マスキングポリシーの定義は次のとおりです。

CREDITCARDINFOテーブルのサンプルデータは次のとおりです。
名前有効期限クレジットカード番号

ジョン・ドゥ 2022-07-23 4321 5678 9012 1234

Snowflakeシステムのローテに追加の役割が付与されていない場合、結果はどうなりますか?
A.システム管理者は、CREDICARDND列のデータをクリアテキストで確認できます。
B.テーブルの所有者には、CREDICARDND列のデータがクリアテキストで表示されます。
C. Pl_ANALYTICSロールを持つユーザーには、CREDICARDND列データの最後の 4文字がテキストで表示され
ます。

D. Pl_ANALYTICSロールを持つユーザーには、CREDICARDND列が*** 'MASKED* **'として表示されます。
Answer: (解答を表示する)
画像で定義されているマスキングポリシーは、ユーザーが PI_ANALYTICSロールを持っている場
合、CREDITCARDNO列データの最後の 4文字をクリアテキストで表示できることを示しています。それ以外の
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場合は、「MASKED」と表示されます。Snowflakeシステムロールには追加のロールが付与されていないた

め、PI_ANALYTICSロールが付与されないため、クレジットカード番号の最後の 4文字を表示できません。
Snowflakeの列にマスキングポリシーを適用するには、ALTER TABLE ... ALTER COLUMNコマンドまたは
ALTER VIEWコマンドを使用して、ポリシー名を指定する必要があります。たとえば、CREDITCARDINFOテーブ
ルの CREDITCARDNO列に Creditcardno_maskポリシーを適用するには、次のコマンドを使用できます。
ALTER TABLE CREDITCARDINFO ALTER COLUMN CREDITCARDNO SETマスキングポリシー
Creditcardno_mask; Snowflakeでマスキングポリシーを作成および使用する方法の詳細については、次のリソー
スを参照してください。

CREATE MASKING POLICY:このドキュメントでは、新しいマスキングポリシーを作成したり、既存のマスキン
グポリシーを置き換えたりできる CREATE MASKING POLICYコマンドの構文と使用法について説明します。
動的データマスキングの使用:このガイドでは、Snowflakeで動的データマスキングを構成および使用する方法に
ついて説明します。これは、ユーザーの実行コンテキストに基づいて機密データをマスクできる機能です。

ALTER MASKING POLICY:このドキュメントでは、既存のマスキングポリシーのプロパティを変更できる
ALTER MASKING POLICYコマンドの構文と使用法について説明します。
参考文献: 1: https://docs.snowflake.com/en/sql-reference/sql/create-masking-policy 2:
https://docs.snowflake.com/en/user-guide/security-column-ddm-use 3:
https://docs.snowflake.com/en/sql-reference/sql/alter-masking-policy

最新問題: 15
グローバル企業は、Snowflakeアカウントを使用して、販売データと在庫データをベンダーと安全に共有する必要
があります。

同社は、AWS eu-west 2 Europe (London)リージョンに Snowflakeアカウントを持っています。ベンダーの
Snowflakeアカウントは、西ヨーロッパリージョンの Azureプラットフォーム上にあります。会社のアーキテクト
はデータ共有をどのように構成する必要がありますか?
A. 1.共有を作成します。
2.オブジェクトを共有に追加します。
3.ベンダーがアクセスできるように、コンシューマアカウントを共有に追加します。
B. 1.共有を作成します。
2.ベンダーが使用する読者アカウントを作成します。
3.リーダーアカウントを共有に追加します。
C. 1. db_shareという新しいロールを作成します。
2. db_shareロールに、企業データベースおよびスキーマからデータを読み取る権限を付与します。
3.ベンダーのユーザーを作成します。
4.ベンダーのユーザーに ds_shareロールを付与します。
D. 1.会社のローカルアカウント内の既存のデータベースをプライマリに昇格させます。
2.西ヨーロッパリージョンの Azure上の Snowflakeにデータベースをレプリケートします。
3.共有を作成し、その共有にオブジェクトを追加します。
4.ベンダーがアクセスできるように、コンシューマアカウントを共有に追加します。
Answer: A (メーッセージを残す)
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別のクラウドプラットフォームおよびリージョン上の Snowflakeアカウントを使用してベンダーとデータを安全
に共有する正しい方法は、共有を作成し、その共有にオブジェクトを追加し、ベンダーがアクセスできるようにコ

ンシューマーアカウントを共有に追加することです。このようにして、企業は、どのデータを共有するか、誰が

データにアクセスできるか、共有の有効期間を制御できます。ベンダーは、共有データを自分のアカウントにコ

ピーしたり移動したりせずに、そのデータをクエリできるようになります。他のオプションは、不必要な読者アカ

ウント、ユーザー、ロール、データベースレプリケーションの作成を伴うため、不正確であるか非効率的です。

https://learn.snowflake.com/en/certifications/snowpro-advanced-architect/

最新問題: 16
アーキテクトは次のコマンドを順番に入力しました。

USER1がテーブルを見つけることができません。
最小特権の原則を使用してテーブルを検索するには、アーキテクトが USER1に対して実行する必要があるコマン
ドは次のどれですか? (2つお選びください。)
A.ロールパブリックをロールインターンに付与します。
B.ロールインターンにデータベースサンドボックスの使用を許可します。
C. SCHEMA Sandbox.PUBLICの使用をロールインターンに許可します。
D.データベースサンドボックスの所有権をユーザーインターンに付与します。
E.データベースサンドボックスに関するすべての権限をインターンの役割に付与します。
Answer: (解答を表示する)
最小権限の原則に従って、アーキテクトは USER1が SANDBOXデータベース内のテーブルを検索するために必要
な最小限の権限を付与する必要があります。

USER1が PUBLICスキーマ内のテーブルにアクセスできるようにするには、SANDBOXデータベースおよび
SANDBOX.PUBLICスキーマに対する USAGE権限が必要です。したがって、コマンド Bと Cは実行するのに正
しいコマンドです。

コマンド Aは不正解です。PUBLICロールはアカウント内のすべてのユーザーとロールに自動的に付与され、デ
フォルトでは SANDBOXデータベースに対する権限がありません。
コマンド Dは不正解です。これは、SANDBOXデータベースの所有権をアーキテクトから USER1に譲渡すること
になりますが、これは必要なく、最小特権の原則に違反します。

コマンド Eは不正解です。このコマンドは、SANDBOXデータベース上で可能なすべての権限を USER1に付与す
ることになりますが、これも必要ではなく、最小権限の原則に違反します。

参考資料: : Snowflake -最小特権の原則 : Snowflake -アクセス制御特権 : Snowflake -パブリックロール :
Snowflake -所有権と付与
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有効な ARA-R01問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい ARA-R01試験問題集！ GoShiken.com
が最新の ARA-R01試験問題集を提供しています。GoShiken.com ARA-R01試験問題は最新で、解答が正確で
ございます。最新の GoShiken.com ARA-R01問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Snowflake/ARA-R01-mondaishu.html (16330%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特

別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
ある会社では、8つのテーブルと 5つの安全なビューで設定された受信共有を持っています。同社は、このシェアを
本番データパイプラインの一部にすることを計画している。

インバウンドシェアに対して企業はどのようなアクションを取れるでしょうか? (2つお選びください。)
A.共有からテーブルのクローンを作成します。
B.共有に対する変更権限を付与します。
C.共有データベースからテーブルを作成します。
D.共有データベース内に追加のビューを作成します。
E.共有テーブルにテーブルストリームを作成します。
Answer: A,D (メーッセージを残す)
SnowflakeのドキュメントとWeb検索結果によると、これら 2つのアクションは受信共有で可能です。インバウ
ンド共有は、別の Snowflakeアカウント (プロバイダー)によって作成され、自分のアカウント (コンシューマー)
にインポートされる共有です。受信共有を使用すると、プロバイダーによって共有されたデータにアクセスできま

すが、変更または削除することはできません。ただし、受信共有を使用して次のような一部のアクションを実行で

きます。

共有からテーブルのクローンを作成します。CREATE TABLE ... CLONEステートメントを使用して、受信共有か
らテーブルのコピーを作成できます。クローンには元のテーブルと同じデータとメタデータが含まれますが、共有

からは独立しています。クローンは必要に応じて変更または削除できますが、provider1によって元のテーブルに加
えられた変更は反映されません。

共有データベース内に追加のビューを作成します。CREATE VIEWステートメントを使用して、テーブル上に
ビューを作成したり、受信共有からビューを作成したりできます。ビューは共有データベースに保存されますが、

それらはあなたのアカウントによって所有されます。アカウント内の他のビューをクエリするのと同じように

ビューをクエリできますが、share2の基になるオブジェクトを変更したり削除したりすることはできません。
リストされている他のアクションは、コンシューマにとって読み取り専用である共有または共有オブジェクトを変

更する必要があるため、受信共有では実行できません。共有に対する変更権限を付与したり、共有データベースか

らテーブルを作成したり、共有テーブルにテーブルストリームを作成したりすることはできません34。
参考文献:
共有からのオブジェクトのクローン作成 |スノーフレークのドキュメント
共有データのビューの作成 |スノーフレークのドキュメント
共有からのデータのインポート |スノーフレークのドキュメント
共有テーブル上のストリーム |スノーフレークのドキュメント

最新問題: 18
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データ変換クエリを通じて内部ステージから Snowflakeテーブルに CSV形式のデータをロードする次の COPY
コマンドについて考えてみましょう。

このコマンドを実行すると、次のエラーが発生します。

SQLコンパイルエラー:無効なパラメーター 'validation_mode'
構文が正しいと仮定すると、このエラーの原因は何でしょうか?
A. VALIDATION_MODEパラメーターは、外部ステージからのみデータをロードする COPYステートメントをサ
ポートします。

B. VALIDATION_MODEパラメータは、CSVファイル形式の COPYステートメントをサポートしません。
C. VALIDATION_MODEパラメータは、ロード中にデータを変換する COPYステートメントをサポートしません。
D.オプション VALIDATION_MODEの値 return_all_errorsによりコンパイルエラーが発生しています。
Answer: (解答を表示する)
VALIDATION_MODEパラメータは、データをテーブルにロードするときの COPYステートメントの動作を指定す
るために使用されます。これは、ファイル内の行が無効な場合に COPYステートメントがエラーを返すか、有効な
行のロードを続行するかを指定するために使用されます。VALIDATION_MODEパラメータは、外部ステージから
データをロードする COPYステートメントでのみサポートされます1。
質問内のクエリでは、データ変換クエリを使用して内部ステージからデータをロードします。データ変換クエリ

は、JSONまたは XMLデータの解析、関数の適用、他のテーブルとの結合など、ロードプロセス中にデータを変換
するクエリです2。
ドキュメントによると、VALIDATION_MODEはロード中にデータを変換する COPYステートメントをサポートし
ていません。パラメータが指定されている場合、COPYステートメントはエラーを返します1。
したがって、選択肢 Cが正解です。
参照: : COPY INTO <table> :ロード中のデータの変換

最新問題: 19
外部テーブルに対して実行されるクエリのパフォーマンスを向上させる手順は何ですか?
A.外部テーブルをパーティション化します。
B.ソースファイルの名前を短縮します。
C.ソースファイルの文字エンコーディングを UTF-8に変換します。
D.外部ステージの代わりに内部ステージを使用してソースファイルを保存します。
Answer: A (メーッセージを残す)
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外部テーブルのパーティション化は、スキャンされるデータ量を削減することで、テーブルに対して実行されるク

エリのパフォーマンスを向上させる手法です。外部テーブルのパーティション化には、列の値に基づいてテーブル

をデータのサブセットに論理的に分割する方法を定義する 1つ以上のパーティション列の作成が含まれます。パー
ティション列は、ファイルのメタデータ (ファイル名、パス、サイズ、変更時刻など)またはファイルのコンテンツ
(列値や JSON属性など)から派生できます。外部テーブルをパーティション化すると、クエリオプティマイザがク
エリ述語に一致しないファイルを削除できるため、不必要なデータのスキャンと処理が回避されます2。他のオプ
ションは、外部テーブルに対して実行されるクエリのパフォーマンスを向上させる効果的な手順ではありません。

ソースファイルの名前を短くします。ファイル名はクエリ処理に使用されないため、このオプションはクエリのパ

フォーマンスには影響しません。ファイル名は、外部テーブルの作成とクエリ結果の表示にのみ使用されます3
ソースファイルの文字エンコーディングを UTF-8に変換します。Snowflakeは外部テーブルファイルのさまざま
な文字エンコーディング (UTF-8、UTF-16、UTF-32、ISO-8859-1、Windows-1252など)をサポートしているため、
このオプションはクエリのパフォーマンスには影響しません。Snowflakeは、ファイルの文字エンコーディングを
自動的に検出し、クエリ処理のために内部で UTF-8に変換します4。ソースファイルを保存するには、外部ステー
ジの代わりに内部ステージを使用します。外部テーブルは、Amazon S3、Google Cloud Storage、Azure Blob
Storageなどの外部ステージに保存されているファイルのみを参照できるため、このオプションは適用されませ
ん。内部ステージは、外部テーブルではなく内部テーブルにデータをロードするために使用されます5
1: SnowPro Advanced:アーキテクト |学習ガイド
2:スノーフレークのドキュメント |外部テーブルのパーティション化
3:スノーフレークのドキュメント |外部テーブルの作成
4:スノーフレークのドキュメント |ステージングされたデータファイルでサポートされるファイル形式と圧縮
5:スノーフレークのドキュメント |ステージ概要
: SnowPro Advanced:アーキテクト |学習ガイド
:外部テーブルのパーティション化
:外部テーブルの作成
:ステージングされたデータファイルでサポートされているファイル形式と圧縮
：ステージ概要

最新問題: 20
Snowflake Architectは新しいデータ共有を作成し、安全なビュー内の特定のレコードのみがデータ共有内でコン
シューマに表示されることを確認したいと考えています。

消費者がデータにアクセスできることを検証するための推奨される方法は何ですか?
A.以下に示すようにリーダーアカウントを作成し、資格情報を使用してログインすることでコンシューマになり
すまします。

管理対象アカウントを作成します Reader_acctl admin_name = userl、adroin_password 'Sdfed43da!44T、type =
Reader;
B.以下に示すように行アクセスポリシーを作成し、データ共有に割り当てます。
行アクセスポリシーの作成または置換 rap_acct as (acct_id varchar)はブール値を返します -> case when
'acctl_role' = current_role() then true else false end;
C.コンシューマアカウントを偽装するには、SIMULATED_DATA_SHARING_C0NSUMERというセッションパ
ラメータを次のように設定します。



セッションセットの変更 Simulated_data_sharing_consumer - 'Consumer Acctl*
D.特定の消費者アカウントになりすますには、以下に示すように共有設定を変更します。
シェアの変更販売シェアセットアカウント = 'Consumerl'シェア制限 = true
Answer: C (メーッセージを残す)
SIMULATED_DATA_SHARING_CONSUMERセッションパラメーターを使用すると、データプロバイダーは、
リーダーアカウントを作成したり、消費者の資格情報でログインしたりせずに、消費者アカウントのデータアク

セスをシミュレートできます。このパラメータは、特に現在のアカウントまたはロールに基づいてデータをフィル

タリングするセキュアビューまたはセキュア UDFを使用する場合に、データ共有内のコンシューマによるデータ
アクセスを検証するために使用できます。このパラメーターをコンシューマーアカウントの名前に設定すると、

データプロバイダーは、コンシューマーが共有データベースにクエリを実行するときに表示されるデータと同じ

データを表示できます。これは、データ共有機能をテストし、意図したデータのみが消費者に表示されるようにす

るための便利で効率的な方法です。

参考文献:
SIMULATED_DATA_SHARING_CONSUMERセッションパラメータの使用
SnowPro Advanced:アーキテクト試験学習ガイド

最新問題: 21
以下の SQLステートメントではどのような変換がサポートされていますか? (3つを選択)。
パイプを作成 ...コピーとして ...から (...)
A.データはオプションの where句でフィルタリングできます。
B.列の順序を変更できます。
C.列は省略できます。
D.型キャストがサポートされています。
E.受信データを他のテーブルと結合できます。
F. ON ERROR - ABORTステートメントコマンドを使用できます。
Answer: A,B,C (メーッセージを残す)
SQLステートメントは、Snowflakeでパイプを作成するためのコマンドです。これは、Snowpipeが取り込みキュー
から tables1にデータをロードするために使用する COPY INTO <table>ステートメントを定義するオブジェクト
です。このステートメントは、FROM句でサブクエリを使用して、ステージングされたファイルのデータを table2
にロードする前に変換します。

サブクエリでサポートされている変換は次のとおりです2:
データはオプションのWHERE句によってフィルタリングできます。これは、サブクエリによって返された行が満
たす必要がある条件を指定します。例えば：

SQLAIによって生成されたコード。慎重に確認して使用してください。詳細については FAQをご覧ください。
パイプの作成

コピーイントミーテーブル

から（

select*from@mystage
wherecol1='A'andcol2>10
);
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列は並べ替えることができます。これは、サブクエリ内の列の順序を変更して、ターゲットテーブル内の列の順序

と一致させることを意味します。例えば：

SQLAIによって生成されたコード。慎重に確認して使用してください。詳細については FAQをご覧ください。
パイプの作成

copyintomytable (col1、col2、col3)
から（

selectcol3、col1、col2from@mystage
);
列は省略できます。これは、ターゲットテーブルで必要のない一部の列をサブクエリから除外することを意味しま

す。例えば：

SQLAIによって生成されたコード。慎重に確認して使用してください。詳細については FAQをご覧ください。
パイプの作成

copyintomytable (col1、col2)
から（

selectcol1、col2from@mystage
);
他のオプションはサブクエリではサポートされていません。理由 2:
型キャストはサポートされていません。これは、サブクエリ内の列のデータ型を変更することを意味します。

たとえば、次のステートメントではエラーが発生します。

SQLAIによって生成されたコード。慎重に確認して使用してください。詳細については FAQをご覧ください。
パイプの作成

copyintomytable (col1、col2)
から（

selectcol1::date、col2from@mystage
);
受信データを他のテーブルと結合することはできません。これは、ステージングされたファイルのデータをサブク

エリ内の別のテーブルのデータと結合することを意味します。たとえば、次のステートメントではエラーが発生し

ます。

SQLAIによって生成されたコード。慎重に確認して使用してください。詳細については FAQをご覧ください。
パイプの作成

copyintomytable (col1、col2、col3)
から（

selects.col1、s.col2、t.col3from@mystages
joinothertable tons.col1=t.col1
);
ON ERROR - ABORTステートメントコマンドは使用できません。つまり、エラーが発生した場合はロード操作全
体が中止されます。このコマンドは COPY INTO <table>ステートメントでのみ使用でき、サブクエリでは使用で
きません。たとえば、次のステートメントではエラーが発生します。

SQLAIによって生成されたコード。慎重に確認して使用してください。詳細については FAQをご覧ください。
パイプの作成



コピーイントミーテーブル

から（

select*from@mystage
エラーによる中止

);
参考文献:
1:パイプを作成する |スノーフレークのドキュメント
2:ロード中のデータの変換 |スノーフレークのドキュメント

最新問題: 22
Snowflake Architectは、災害復旧計画をサポートするためにデータベースレプリケーションを設定しています。プ
ライマリデータベースには外部テーブルがあります。

データベースはどのように複製する必要がありますか?
A.プライマリデータベースのクローンを作成し、データベースをレプリケートします。
B.外部テーブルをレプリケートされていないデータベースに移動し、プライマリデータベースをレプリケートし
ます。

C.データベースをレプリケートし、レプリケートされたデータベースが外部テーブルと同じリージョンにあるこ
とを確認します。

D.プライマリデータベースを、データベースのレプリケート先と同じリージョン内のアカウントと共有します。
Answer: B (メーッセージを残す)
データベースレプリケーションは、災害復旧やビジネス継続性を目的として、別のアカウント、リージョン、また

はクラウドプラットフォームにデータベースのコピーを作成できる機能です。ただし、すべてのデータベースオ

ブジェクトを複製できるわけではありません。外部テーブルは、Snowflakeの一部ではない外部ステージに格納さ
れたデータファイルを参照するため、例外の 1つです。したがって、外部テーブルを含むデータベースをレプリ
ケートするには、外部テーブルをレプリケートされていない別のデータベースに移動してから、他のオブジェクト

を含むプライマリデータベースをレプリケートする必要があります。こうすることで、レプリケーションエラー

を回避し、プライマリデータベースとセカンダリデータベース間の整合性を確保できます。他のオプションは、外

部テーブルの問題に対処していないか、Snowflakeでサポートされていない代替方法を使用しているため、正しく
ありません。レプリケーションは元のデータベースに対してのみ機能し、そのクローンに対しては機能しないた

め、プライマリデータベースのクローンを作成してからそれをレプリケートすることはできません。また、共有は

データベースのコピーを作成するのではなく、共有オブジェクトへのアクセスを許可する別の機能であるため、プ

ライマリデータベースを別のアカウントと共有することもできません。最後に、ステージ URLが有効でアクセス
可能である限り、外部テーブルは任意のリージョンまたはクラウドプラットフォームに保存されているデータ

ファイルにアクセスできるため、レプリケートされたデータベースが外部テーブルと同じリージョンにあることを

確認する必要はありません。参考文献:
[レプリケーションとフェイルオーバー/フェイルバック] 1
[外部テーブルの概要] 2
[外部テーブルの操作] 3
[レプリケーション: Snowflakeの 1つのクラウドプラットフォームまたはリージョンから別のクラウドプラット
フォームまたはリージョンにアカウントを移行する方法] 4
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最新問題: 23
既存のクラスターキーを持つテーブルの代替クラスターキーを定義する機能を提供する機能はどれですか?
A.外部テーブル
B.マテリアライズドビュー
C.検索の最適化
D.結果キャッシュ
Answer: (解答を表示する)
マテリアライズドビューは、既存のクラスターキーを持つテーブルの代替クラスターキーを定義する機能を提供

します。マテリアライズドビューは、Snowflakeに保存される事前計算された結果セットであり、通常のテーブル
と同様にクエリを実行できます。マテリアライズドビューには、ベーステーブルとは異なるクラスターキーを含

めることができます。これにより、マテリアライズドビューでのクエリのパフォーマンスと効率が向上します。マ

テリアライズドビューは、ベーステーブルデータの集計、結合、およびフィルターもサポートできま

す。AUTO_REFRESHパラメータが true1に設定されている限り、ベーステーブル内の基になるデータが変更され
ると、マテリアライズドビューが自動的にリフレッシュされます。

参考文献:
マテリアライズドビュー |スノーフレークのドキュメント

最新問題: 24
アーキテクトは、ORDER_ADMINユーザーのグループに、テーブルに対する権限を付与せずに、ORDERSテーブ
ル内の古いデータをクリーンアップする (5年より古いすべてのレコードを削除する)権限を付与する必要があり
ます。グループのマネージャー (ORDER_MANAGER)は、テーブルに対する完全な DELETE権限を持っています。
ORDER_MANAGERロールが保持する DELETE権限を必要とせずに、ORDER_ADMINロールを有効にしてこの
データクリーンアップを実行するにはどうすればよいですか?
A.適切な「> 5 years」ビジネスロジックを含む、呼び出し元の権限で実行されるストアドプロシージャを作成し、
このプロシージャの USAGEを ORDER_ADMINに付与します。ORDER_MANAGERロールはプロシージャを所
有します。

B.呼び出し元と所有者の両方の権限を使用して実行できるストアドプロシージャを作成し (ユーザーは実行時に
使用する権限を指定できます)、このプロシージャの USAGEを ORDER_ADMINに付与しま
す。ORDER_MANAGERロールはプロシージャを所有します。
C.適切な「> 5年」ビジネスロジックを含む、所有者の権限で実行されるストアドプロシージャを作成し、このプ

ロシージャの USAGEを ORDER_ADMINに付与します。ORDER_MANAGERロールはプロシージャを所有しま
す。

D.このシナリオは実際には Snowflakeでは不可能です。テーブルに対して DELETEを実行するユーザーには、使
用しているロールに DELETE権限が付与されている必要があります。
Answer: C (メーッセージを残す)
これは正しい答えです。これにより、ORDER_ADMINロールは、ORDERSテーブルに対する DELETE権限を必要
とせずにデータクリーンアップを実行できるようになります。ストアドプロシージャは、Snowflakeで SQLス
テートメントまたはストアドプロシージャをスケジュールして実行できる機能です。ストアドプロシージャは、
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呼び出し元の権限または所有者の権限のいずれかで実行できます。呼び出し元の権限のストアドプロシージャは、

ストアドプロシージャを呼び出したロールの権限で実行されますが、所有者の権限のストアドプロシージャは、

ストアドプロシージャを作成したロールの権限で実行されます。所有者の権限で実行されるストアドプロシー

ジャを作成すると、ORDER_MANAGERロールは、ORDER_ADMINロールに ORDERSテーブルに対するより一
般的な権限を付与しなくても、古いデータを削除する特定のタスクを ORDER_ADMINロールに委任できます。ス
トアドプロシージャには、5年より古いレコードのみを削除する適切なビジネスロジックが含まれている必要が
あり、ORDER_MANAGERロールはストアドプロシージャに対する USAGE権限を ORDER_ADMINロールに付
与する必要があります。その後、ORDER_ADMINロールはストアドプロシージャを実行してデータクリーンアッ
プ 12を実行できます。
参考文献:
Snowflakeドキュメント:ストアドプロシージャ
Snowflakeドキュメント:呼び出し元の権利と所有者の権利ストアドプロシージャについて

最新問題: 25
アーキテクトは、いくつかのオブジェクトを回復するために、1週間前の 6月 1日火曜日午前 8時にスキーマ
STAGINGのクローンを作成するように依頼されました。
STAGINGスキーマの保存期間は 50日間です。
アーキテクトは次のステートメントを実行します。

CREATE SCHEMA STAGING_CLONE CLONE STAGING at (timestamp => '2021-06-01 08:00:00');アーキテクト
は次のエラーを受け取ります:タイムトラベルデータはスキーマ STAGINGでは使用できません。要求された時刻
は、許可されたタイムトラベル期間を超えているか、オブジェクトの作成時刻より前です。

次に、アーキテクトはスキーマ履歴をチェックし、次のことを確認します。

CREATED_ON|NAME|DROPPED_ON
2021-06-02 23:00:00 |ステージング |ヌル
2021-05-01 10:00:00 |ステージング | 2021-06-02 23:00:00
STAGINGスキーマのクローンを作成するにはどうすればよいですか?
A. STAGINGスキーマの削除を解除し、CLONEステートメントを再実行します。
B.ステートメントを変更します: CREATE SCHEMA STAGING_CLONE CLONE STAGING at (timestamp =>
'2021-05-01 10:00:00');
C. STAGINGスキーマの名前を変更し、UNDROPを実行して以前の STAGINGスキーマのバージョンを取得して
から、CLONEステートメントを実行します。
D.提案されたタイムトラベル期間中に STAGINGスキーマバージョンがアクティブではなかったため、クローン
作成を実行できません。

Answer: C (メーッセージを残す)
このエラーメッセージは、スキーマの現在のバージョンが 2021-06-02 23:00:00 (タイムスタンプ 2021-06より後)
に作成されたため、スキーマ STAGINGには要求されたタイムスタンプに使用できるタイムトラベルデータがな
いことを示します。-01 08:00:00。したがって、CLONEステートメントは、その時点でのスキーマの履歴データに
アクセスできません。
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オプション Aは不正解です。STAGINGスキーマを削除しても、2021-06-01 08:00:00にアクティブだった以前の
バージョンのスキーマは復元されません。代わりに、同じ名前でデータやオブジェクトのない新しいバージョンの

スキーマが作成されます。

オプション Bは不正解です。タイムスタンプを 2021-05-01 10:00:00に変更すると、スキーマは 1週間前の状態で
は複製されず、最初に作成された状態で複製されます。これは、スキーマとそのオブジェクトの望ましい状態を反

映していない可能性があります。

オプション Cは正解です。ステージングスキーマの名前を変更し、UNDROPを実行して以前のステージングス
キーマバージョンを取得すると、2021年 6月 2日に削除されたスキーマが復元されます。
23:00:00。このスキーマには、要求されたタイムスタンプ 2021-06-01で利用可能なタイムトラベルデータがあり
ます。

08:00:00であり、CLONEステートメントを使用してクローンを作成できます。
選択肢 Dは不正解です。UNDROPコマンドを使用して、提案されたタイムトラベル期間中にアクティブだった以
前のバージョンのスキーマにアクセスすることでクローンを作成できます。

参考資料: :クローン作成に関する考慮事項 :タイムトラベルの理解と使用 : CREATE <object> ... CLONE

最新問題: 26
ユーザーは次のどのロールを使用してオブジェクトパラメータを変更できますか?
A.アカウント管理者、セキュリティ管理者
B.システム管理者、セキュリティ管理者
C. ACCOUNTADMIN、特権を持つユーザー
D. SECURITYADMIN、特権を持つユーザー
Answer: (解答を表示する)
Snowflakeのドキュメントによると、オブジェクトパラメーターは、データベース、スキーマ、テーブル、ステージ
などの個々のオブジェクトに設定できるパラメーターです。オブジェクトパラメータは、オブジェクトに対する適

切な権限を持つユーザーが設定できます。たとえば、テーブルにオブジェクトパラメータ AUTO_REFRESHを設
定するには、ユーザーはテーブルに対する MODIFY権限を持っている必要があります。ACCOUNTADMINロール
は、アカウント内のすべてのオブジェクトに対して最高レベルの権限を持っているため、任意のオブジェクトに対

して任意のオブジェクトパラメータを設定できます。ただし、SECURITYADMINや SYSADMINなどの他のロー
ルは、すべてのオブジェクトに対して同じレベルの権限を持っていないため、所有していないオブジェクトや必要

な権限を持っていないオブジェクトに対してオブジェクトパラメータを設定することはできません。

したがって、正解は C. ACCOUNTADMIN、PRIVILEGEを持つ USERです。
参考文献:
パラメータ |スノーフレークのドキュメント
オブジェクトパラメータ |スノーフレークのドキュメント
オブジェクトの権限 |スノーフレークのドキュメント

最新問題: 27
メディア企業には、顧客レビューデータを Snowflakeテーブルに取り込み、いくつかの変換を適用するデータパ
イプラインが必要です。同社はまた、Amazon Comprehendを使用してセンチメント分析を行い、地域ごとに異な
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るクラウドプロバイダーを使用する広告会社が匿名化された最終データセットを公開できるようにする必要もあ

ります。

データパイプラインは、イベント通知を利用して新しいレコードがオブジェクトストレージに到着するたびに、

継続的に効率的に実行する必要があります。また、運用の複雑さ、プラットフォームのアップグレードやセキュリ

ティを含むインフラストラクチャのメンテナンス、および開発の労力は最小限に抑える必要があります。

これらの要件を満たすのはどの設計ですか?
A. COPY INTOを使用してデータを取り込み、ストリームとタスクを使用して変換を調整します。データを
Amazon S3にエクスポートして、Amazon Comprehendでモデル推論を行い、データを Snowflakeテーブルに取
り込みます。次に、Snowflake Marketplaceにリストを作成して、他の企業がデータを利用できるようにします。
B. Snowpipeを使用してデータを取り込み、ストリームとタスクを使用して変換を調整します。Amazon
Comprehendでモデル推論を実行し、最終レコードを Snowflakeテーブルに書き込む外部関数を作成します。次
に、Snowflake Marketplaceにリストを作成して、他の企業がデータを利用できるようにします。
C. Amazon EMRを使用して Snowflakeにデータを取り込み、Snowflake Sparkコネクタを使用して PySparkに
データを取り込みます。

別の Sparkジョブを使用して変換を適用します。Amazon Comprehendテキスト分析 APIを利用してモデル推論
を行う Pythonプログラムを開発します。次に、結果を Snowflakeテーブルに書き込み、Snowflake Marketplaceに
リストを作成して、他の企業がデータを利用できるようにします。

D. Snowpipeを使用してデータを取り込み、ストリームとタスクを使用して変換を調整します。データを Amazon
S3にエクスポートして、Amazon Comprehendでモデル推論を行い、データを Snowflakeテーブルに取り込みま
す。次に、Snowflake Marketplaceにリストを作成して、他の企業がデータを利用できるようにします。
Answer: B (メーッセージを残す)
この設計は、データパイプラインのすべての要件を満たしています。Snowpipeは、イベント通知を使用してオブ
ジェクトストレージから Snowflakeへの継続的なデータの読み込みを可能にする機能です。効率的でスケーラブ
ルでサーバーレスです。つまり、ユーザーによるインフラストラクチャやメンテナンスは必要ありません。スト

リームとタスクは、変更データのキャプチャとスケジュールされた実行を使用して、Snowflake内で自動化された
データパイプラインを可能にする機能です。

また、効率的でスケーラブルでサーバーレスでもあり、データ変換プロセスを簡素化します。外部関数

は、Snowflake内から外部サービスまたは APIを呼び出すことができる関数です。これらを使用して、Amazon
Comprehendと統合し、データのセンチメント分析を実行できます。結果は、標準の SQLコマンドを使用して
Snowflakeテーブルに書き戻すことができます。Snowflake Marketplaceは、データプロバイダーがさまざまなア
カウント、リージョン、クラウドプラットフォームにわたってデータコンシューマーとデータを共有できるよう

にするプラットフォームです。これは、他の企業がデータを公開できるようにする安全かつ簡単な方法です。

参考文献:
スノーパイプの概要 |スノーフレークのドキュメント
データパイプラインの概要 |スノーフレークのドキュメント
外部関数の概要 |スノーフレークのドキュメント
Snowflakeデータマーケットプレイスの概要 |スノーフレークのドキュメント

最新問題: 28
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CURRENT_TIME ()または CURRENT_TIMESTAMP()のいずれかのデフォルト値を持つ列のロード時間をキャプ
チャするテーブルにデータをロードすると、何が起こりますか?
A.特定の COPYステートメントを使用してロードされたすべての行には、行が挿入された時間に基づいて異なる
タイムスタンプが設定されます。

B.特定の COPYステートメントを使用してロードされた行には、行がソースから読み取られた時間に基づいて異
なるタイムスタンプが設定されます。

C.特定の COPYステートメントを使用してロードされた行には、ソース内で行が作成されたときに基づいて異な
るタイムスタンプが設定されます。

D.特定の COPYステートメントを使用してロードされたすべての行は、同じタイムスタンプ値を持ちます。
Answer: D (メーッセージを残す)
Snowflakeのドキュメントによると、CURRENT_TIME ()または CURRENT_TIMESTAMP()のいずれかのデフォ
ルト値を持つ列のロード時間をキャプチャするテーブルにデータをロードする場合、デフォルト値は行ごとではな

く、COPYステートメントごとに 1回評価されます。したがって、特定の COPYステートメントを使用してロード
されたすべての行は、同じタイムスタンプ値を持ちます。この動作により、タイムスタンプ値には、データがソース

から読み取られたときやソース内で作成されたときではなく、データがテーブルにロードされたときの時刻が反映

されるようになります。

参考文献:
Snowflakeドキュメント:デフォルト値を使用したテーブルへのデータのロード
Snowflakeドキュメント: COPY INTOテーブル

最新問題: 29
水の使用量を測定するIoTデバイス用のテーブルを作成します。テーブルはすぐに大きくなり、20億行を超える行
が含まれます。

テーブルの一般的なクエリパターンは次のとおりです。

1. DeviceId、lOT_timestamp、および CustomerIdは、selectステートメントのフィルター述語で頻繁に使用されま
す

2. City列と DeviceManuf acturer列がよく取得されます
3. Uniqueldが頼りになることが多い
クラスタリングキーにはどのフィールドを使用する必要がありますか?
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A. lOT_timestamp
B.都市およびデバイス製造者
C. DeviceIdと CustomerId
D.固有の値
Answer: C (メーッセージを残す)
クラスタリングキーは、Snowflakeのストレージの単位である同じマイクロパーティションにデータを同じ場所に
配置するために使用される列または式のサブセットです。クラスタリングにより、スキャンする必要があるデータ

の量が削減されるため、クラスタリングキー列でフィルタリングするクエリのパフォーマンスが向上します。クラ

スタリングキーの最適な選択は、クエリパターンとテーブル内のデータ分布によって異なります。この場合、列

DeviceId、IOT_timestamp、および CustomerIdは、selectステートメントのフィルター述語で頻繁に使用されま
す。つまり、これらの列がクラスタリングキーの適切な候補であることを意味します。City列と
DeviceManufacturing列は頻繁に取得されますが、フィルター処理されないため、クラスタリングキーにとっては
それほど重要ではありません。

UniqueId列はカウントに使用されますが、カーディナリティが高く均一な分布を持つ可能性が高いため、クラスタ
リングキーとしては適切な選択ではありません。つまり、データを同じ場所に配置するのに役立ちません。

したがって、マイクロパーティションをプルーニングしてクエリを高速化するのに役立つため、DeviceIdと
CustomerIdをクラスタリングキーとして使用するのが最善のオプションです。参考文献:クラスタリングキーと
クラスタ化テーブル、マイクロパーティションとデータクラスタリング、スノーフレーククラスタリングの完全

ガイド

最新問題: 30
Snowflake Architectは、強力な法的分離ルールとマルチテナントが要件となる組織向けに、アプリケーションとテ
ナント戦略を設計しています。

ロールベースのアクセスポリシー (RBAC)がテナントを分離するための実行可能なオプションである場合、これ
らの要件を満たすのはどのアプローチですか?
A. Snowflake組織内の各テナントのアカウントを作成します。
B.行レベルのセキュリティがテナントの分離に有効な場合は、テナント戦略ごとにオブジェクトを作成します。
C.テナントを分離するために行レベルのセキュリティが実行できない場合は、テナント戦略ごとにオブジェクト
を作成します。

D.テナントを分離するために行レベルのセキュリティが実行できない場合は、マルチテナントテーブル戦略を作
成します。

Answer: (解答を表示する)
このアプローチは、強力な法的分離とマルチテナンシーの要件を満たします。テナントごとに個別のアカウントを

作成することで、アプリケーションは各テナントが独自の専用ストレージ、コンピューティング、メタデータリ

ソースに加え、独自の暗号化キーとセキュリティポリシーを確実に持つことができます。これにより、テナンシー

モデルの中で最高レベルの分離とデータ保護が提供されます。さらに、同じ Snowflake組織内にアカウントを作成
することにより、アプリケーションは一元的な請求、アカウント管理、アカウント間のデータ共有などの

Snowflake組織の機能を活用できます。
参考文献:
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Snowflake組織の概要 |スノーフレークのドキュメント
Snowflakeでマルチテナントアプリケーションを構築するための設計パターン

最新問題: 31
次のコマンドのうち、ウェアハウスクレジットを使用するのはどれですか?
A. 'SNOWFL%'のようなテーブルを表示します。
B. SNOWFLAKEから MAX(FLAKE_ID)を選択します。
C.スノーフレークから COUNT(*)を選択します。
D. FLAKE_IDによる SNOWFLAKEグループから COUNT(FLAKE_ID)を選択します。
Answer: (解答を表示する)
ウェアハウスクレジットは、Snowflakeの各仮想ウェアハウスで使用される処理時間の支払いに使用されます。
仮想ウェアハウスは、クエリの実行、データのロード、およびその他の DML操作の実行を可能にするコンピュー
ティングリソースのクラスターです。ウェアハウスクレジットは、使用する仮想ウェアハウスの数、実行時間、サ

イズに基づいて課金されます1。
質問にリストされているコマンドのうち、次のコマンドはウェアハウスクレジットを使用します。

SELECT MAX(FLAKE_ID) FROM SNOWFLAKE:このコマンドは、仮想ウェアハウスの実行が必要なクエリである
ため、ウェアハウスクレジットを使用します。クエリは SNOWFLAKEテーブルをスキャンし、FLAKE_ID列 2の
最大値を返します。したがって、選択肢 Bが正しいです。
SELECT COUNT(*) FROM SNOWFLAKE:このコマンドは、仮想ウェアハウスの実行が必要なクエリであるため、
ウェアハウスクレジットも使用します。クエリは SNOWFLAKEテーブルをスキャンし、テーブル内の行数を返し
ます3。したがって、選択肢 Cが正しいです。
SELECT COUNT(FLAKE_ID) FROM SNOWFLAKE GROUP BY FLAKE_ID:このコマンド
これは仮想ウェアハウスの実行が必要なクエリであるため、ウェアハウスクレジットも使用されます。クエリは

SNOWFLAKEテーブルをスキャンし、FLAKE_ID列の個別の値ごとに行数を返します4。したがって、選択肢 Dが
正しいです。

ウェアハウスクレジットを使用しないコマンドは次のとおりです。

SHOW TABLES LIKE 'SNOWFL%':このコマンドは、仮想ウェアハウスの実行を必要としないメタデータ操作であ
るため、ウェアハウスクレジットを使用しません。このコマンドは、現在のデータベースと schema5のパターン

「SNOWFL%」に一致するテーブルの名前を返します。したがって、選択肢 Aは不正解です。
参考資料: :コンピューティングコストについて : MAX関数 : COUNT関数 : GROUP BY句 : SHOW TABLES

有効な ARA-R01問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい ARA-R01試験問題集！ GoShiken.com
が最新の ARA-R01試験問題集を提供しています。GoShiken.com ARA-R01試験問題は最新で、解答が正確で
ございます。最新の GoShiken.com ARA-R01問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Snowflake/ARA-R01-mondaishu.html (16330%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特

別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 32
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Snowflake環境を構築する際の有効なオブジェクト階層は何ですか?
A.アカウント -->データベース -->スキーマ -->ウェアハウス
B.組織 -->アカウント -->データベース -->スキーマ -->ステージ
C.アカウント -->スキーマ >テーブル -->ステージ
D.組織 -->アカウント -->ステージ -->テーブル -->ビュー
Answer: (解答を表示する)
SnowflakeのドキュメントとWeb検索結果によると、これは Snowflake環境を構築する際の有効なオブジェクト
階層です。Snowflakeは、データベース、スキーマ、テーブル、ビュー、ステージ、ウェアハウスなど、さまざまなタ
イプのオブジェクトをサポートするクラウドデータプラットフォームです。これらのオブジェクトは、次のよう

に階層構造に編成されています。

組織:組織は、ビジネスニーズまたは所有権によって関連付けられた Snowflakeアカウントのグループを表す最上
位のエンティティです。組織は 1つ以上のアカウントを持つことができ、アカウント間のデータ共有、請求と使用
状況のレポート、アカウント間のシングルサインオンなどの機能を有効にすることができます12。
アカウント:アカウントは、Snowflake顧客を表す主要なエンティティです。アカウントには、1つ以上のデータ
ベース、スキーマ、ステージ、ウェアハウス、その他のオブジェクトを含めることができます。アカウントには 1つ
以上のユーザー、ロール、セキュリティ統合を含めることもできます。アカウントは、特定のクラウドプラット

フォーム、リージョン、および Snowflakeエディションに関連付けられます34。
データベース:データベースはスキーマを論理的にグループ化したものです。データベースには 1つ以上のスキー
マを含めることができ、構造化データ、半構造化データ、または非構造化データを保存できます。データベースに

は、保存期間、暗号化、所有権などのプロパティを持つこともできます56。
スキーマ:スキーマは、テーブル、ビュー、ステージ、およびその他のオブジェクトの論理的なグループです。スキー
マには 1つ以上のオブジェクトを含めることができ、オブジェクトの名前空間とアクセス制御を定義できます。ス
キーマには、所有権やデフォルトのウェアハウスなどのプロパティを含めることもできます。

ステージ:ステージは、外部ストレージまたは内部ストレージ内のファイルを参照する名前付きの場所です。ス
テージを使用すると、COPY INTOコマンドを使用して Snowflakeテーブルにデータをロードしたり、COPY INTO
LOCATIONコマンドを使用して Snowflakeテーブルからデータをアンロードしたりできます。ステージはアカウ
ント、データベース、またはスキーマレベルで作成でき、ファイル形式、暗号化、資格情報などのプロパティを持つ

ことができます。

リストされている他のオプションは、構造内の一部のオブジェクトが省略されているか、誤って配置されているた

め、有効なオブジェクト階層ではありません。たとえば、オプション Aでは組織レベルが省略され、ウェアハウスが
スキーマレベルの下に配置されますが、これは正しくありません。オプション Cでは、組織、アカウント、およびス
テージのレベルが省略され、テーブルがスキーマレベルの下に配置されますが、これは正しくありません。オプ

ション Dはデータベースレベルを省略し、ステージとテーブルをアカウントレベルの下に配置しますが、これは
正しくありません。

参考文献:
Snowflakeドキュメント:組織
Snowflakeブログ: Snowflakeの組織の紹介
Snowflakeドキュメント:アカウント
Snowflakeブログ: Snowflakeアカウント構造を理解する
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Snowflakeドキュメント:データベース
Snowflakeブログ: Snowflakeでデータベースを作成する方法
[Snowflakeドキュメント:スキーマ]
[Snowflakeブログ: Snowflakeでスキーマを作成する方法]
[Snowflakeドキュメント:ステージ]
[Snowflakeブログ: Snowflakeでのステージの使用方法]

最新問題: 33
APPLY MASKING POLICY、APPLY ROW ACCESS POLICY、および APPLY SESSION POLICY権限はどのオブ
ジェクトタイプレベルで付与できますか?
A.グローバル
B.データベース
C.スキーマ
D.テーブル
Answer: A (メーッセージを残す)
APPLY MASKING POLICY、APPLY ROW ACCESS POLICY、および APPLY SESSION POLICY権限を付与でき
るオブジェクトタイプレベルはグローバルです。これらは、列、テーブル、ビュー、アカウント、ユーザーなどのオ

ブジェクトに対してこれらのポリシーを適用または設定解除できるユーザーを制御するアカウントレベルの権限

です。これらの権限はデフォルトで ACCOUNTADMINロールに付与され、必要に応じて他のロールに付与できま
す。

他のオプションは、これらの権限を付与できるオブジェクトタイプレベルではないため、正しくありません。デー

タベース、スキーマ、およびテーブルは、これらの権限をサポートしない下位レベルのオブジェクトタイプです。

参考資料:アクセス制御権限 | Snowflakeドキュメント、動的データマスキングの使用 | Snowflakeドキュメント、
行アクセスポリシーの使用 | Snowflakeドキュメント、セッションポリシーの使用 |スノーフレークのドキュメン
ト

最新問題: 34
データ共有で使用できる Snowflakeオブジェクトはどれですか? (2つ選択してください)。
A.標準ビュー
B.安全なビュー
C.ストアドプロシージャ
D.外部テーブル
E.ストリーム
Answer: A,B (メーッセージを残す)
データ共有は、アカウント内のデータベース内で選択したオブジェクトを他の Snowflakeアカウントと共有できる
ようにする機能です。次の Snowflakeデータベースオブジェクトを共有できます:外部テーブル、動的テーブル、
セキュアビュー、セキュアマテリアライズドビュー、セキュア UDF、テーブル。ただし、これらのオブジェクトの
すべてをデータ共有で使用できるわけではありません。データ共有は、データベースを共有するために必要な情報

をカプセル化する名前付きオブジェクトです。データベースロールを介して、または共有に直接、オブジェクトに
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対する権限を共有に付与できます。共有に直接権限を付与できるオブジェクトは、標準ビュー、安全なビュー、安全

な UDF、およびテーブルです。
したがって、正解はAとBです。
他のオプションは、共有に直接権限を付与できないため、正しくありません。外部テーブル、動的テーブル、および

ストリームは、データベースロールを介してのみ共有できます。ストアドプロシージャはまったく共有できませ

ん。参考文献:
[安全なデータ共有の概要] 1
[共有の操作] 2
[データベースオブジェクトの共有方法の選択] 3

最新問題: 35
ある企業には、さまざまな LOT操作に JSONレコードを提供するソースシステムがあります。JSONは、バリア
ントフィールドを持つ永続テーブルに直接ロードされます。データは急速に数億レコードに増加しており、パ

フォーマンスが問題になっています。バリアントフィールド内の create_dateキーでフィルタリングするために使
用される一般的なアクセスパターンがあります。

パフォーマンスを向上させるために何ができるでしょうか?
A. JSONレコードから取得した追加フィールドを含めるようにターゲットテーブルを変更します。これには、タイ
ムスタンプのデータ型を持つ create_dateフィールドが含まれます。このフィールドがフィルターで使用される
と、パーティションのプルーニングが発生します。

B. JSONレコードから取得した追加フィールドを含めるようにターゲットテーブルを変更します。これに
は、varcharのデータ型を持つ create_dateフィールドが含まれます。このフィールドがフィルターで使用される
と、パーティションのプルーニングが発生します。

C.使用されているウェアハウスのサイズを検証します。レコード数が数億に近づく場合、サイズ XLがこの量の
データを処理するために必要な最小サイズになります。

D.日付範囲で分割された複数のテーブルの使用を組み込みます。ユーザーまたはプロセスが特定の日付範囲をク
エリする必要がある場合は、適切なベーステーブルが使用されていることを確認してください。

Answer: A (メーッセージを残す)
正解は Aです。これにより、スキャンおよび処理されるデータ量が削減され、クエリのパフォーマンスが向上しま
す。タイムスタンプデータ型の create_dateフィールドを追加することで、Snowflakeはこのフィールドに基づい
てテーブルを自動的にクラスター化し、フィルター条件に一致しないマイクロパーティションをプルーニングでき

ます。これにより、JSONデータを解析してすべてのレコードのバリアントフィールドにアクセスする必要がなく
なります。

オプション Bは、クエリのパフォーマンスが向上しないため、不正解です。varcharデータ型で create_dateフィー
ルドを追加すると、Snowflakeはこのフィールドに基づいてテーブルを自動的にクラスタリングしたり、フィル
ター条件に一致しないマイクロパーティションをプルーニングしたりすることができません。この場合も、JSON
データを解析し、すべてのレコードのバリアントフィールドにアクセスする必要があります。

オプション Cは、パフォーマンス問題の根本原因に対処していないため、不正解です。使用されているウェアハウ
スのサイズを検証することで、Snowflakeはデータ量に合わせてコンピューティングリソースを調整し、クエリの
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実行を並列化できます。ただし、これによってスキャンおよび処理されるデータの量は減りません。これが、JSON
データに対するクエリの主なボトルネックです。

オプション Dは、データのロードとクエリのプロセスに不必要な複雑さとオーバーヘッドを追加するため、不正解
です。Snowflakeは、日付範囲でパーティション化された複数のテーブルの使用を組み込むことで、日付範囲を指
定するクエリでスキャンおよび処理されるデータの量を削減できます。ただし、これには、複数のテーブルを作成

および維持し、日付に基づいて適切なテーブルにデータをロードし、複数の日付範囲にわたるクエリのためにテー

ブルを結合する必要があります。参考文献:
Snowflakeドキュメント: Snowpipeを使用したデータのロード:このドキュメントでは、Snowpipeを使用して外
部ソースから Snowflakeテーブルにデータを継続的にロードする方法について説明します。ま
た、ON_ERROR、PURGE、SKIP_FILEなど、読み込み動作を制御するさまざまなオプションとパラメーターをサ
ポートする COPY INTOコマンドの構文と使用法についても説明します。
Snowflakeドキュメント:日付と時刻のデータ型と関数:このドキュメントでは、Snowflakeで日付と時刻の値を操
作するためのさまざまなデータ型と関数について説明します。また、セッションタイムゾーンとシステムタイム

ゾーンを設定および変更する方法についても説明します。

Snowflakeドキュメント:メタデータのクエリ:このドキュメントでは、さまざまな関数、ビュー、テーブルを使用
して、Snowflakeのオブジェクトと操作のメタデータをクエリする方法について説明します。ま
た、COPY_HISTORY関数または COPY_HISTORYビューを使用してコピー履歴情報にアクセスする方法につい
ても説明します。

Snowflakeドキュメント: JSONデータのロード:このドキュメントでは、COPY INTOコマンド、INSERTコマン
ド、PUTコマンドなどのさまざまな方法を使用して JSONデータを Snowflakeテーブルにロードする方法につい
て説明します。また、ドット表記、FLATTEN関数、または LATERAL結合を使用して JSONデータにアクセスし、
クエリを実行する方法についても説明します。

Snowflakeドキュメント:パフォーマンスのためのストレージの最適化:このドキュメントでは、クエリのパフォー
マンスを向上させるために Snowflakeテーブル内のデータのストレージを最適化する方法について説明します。ま
た、自動クラスタリング、検索最適化サービス、マテリアライズドビューの概念と利点についても説明します。

最新問題: 36
ある小売会社では 3000を超える店舗があり、すべて同じ POS (Point of Sale)システムを使用しています。同社
は、ほぼリアルタイムの販売結果をカテゴリマネージャーに提供したいと考えています。店舗はさまざまなタイム

ゾーンで営業しており、毎分さまざまな取引が行われており、一部の店舗は他の店舗よりも高い売上高を示してい

ます。

販売結果は、複雑なデータパイプラインで計算されるデータエンジニアリングフィールドを使用して、統一され

た方法で提供されます。計算には、例外、集計、およびスコアリングアルゴリズムに接続された外部関数を使用し

たスコアリングが含まれます。集計のソースデータには 1億行を超えます。
POSは、ファイルに含まれる一連のトランザクションを識別するための店舗番号とタイムスタンプを含む命名規
則に従って、すべての販売トランザクションファイルを 1分ごとにクラウドストレージの場所に送信します。通
常、ファイルのサイズは 10MB未満です。
ほぼリアルタイムの結果をカテゴリマネージャーに提供するにはどうすればよいですか? (2つ選択してくださ
い)。



A.マイクロインジェストを避けるために、Snowflakeに取り込む前にすべてのファイルを連結する必要がありま
す。

B. Snowpipeを作成し、AUTO_INGEST = trueで構成する必要があります。ストア番号とタイムスタンプを通知す
るストリームメタデータを使用して、INSERTSを単一のターゲットテーブルに処理するには、ストリームを作成
する必要があります。

C.ほぼリアルタイムのデータを蓄積するためにストリームを作成し、リアルタイム分析のニーズに一致する頻度
で実行するタスクを作成する必要があります。

D.外部スケジューラは、クラウドストレージの場所の内容を調べ、SnowSQLコマンドを発行して、リアルタイム
分析のニーズに一致する頻度でデータを処理する必要があります。

E.ほぼリアルタイムの要件を達成するには、1秒ごとに実行するようにスケジュールされたタスクを含む copy
intoコマンドを使用する必要があります。
Answer: (解答を表示する)
ほぼリアルタイムの販売結果をカテゴリマネージャーに提供するには、アーキテクトは次の手順を使用できます。

POSが販売トランザクションファイルを送信するクラウドストレージの場所を参照する外部ステージを作成し
ます。外部ステージでは、ソースファイルと一致するファイル形式と暗号化設定を使用する必要があります2外部
ステージからファイルを Snowflakeのターゲットテーブルにロードする Snowpipeを作成します。Snowpipeは
AUTO_INGEST = trueで構成する必要があります。これは、新しいファイルが外部ステージに到着すると自動的に
検出して取り込むことを意味します。また、Snowpipeでは、重複した取り込みを避けるために、読み込み後にコ
ピーオプションを使用して外部ステージからファイルをパージする必要があります3。Snowpipeによって作成さ
れた INSERTSをキャプチャするターゲットテーブル上にストリームを作成します。ストリームには、ファイル
名、パス、サイズ、最終変更時刻に関する情報を提供するメタデータ列が含まれている必要があります。ストリーム

には、リアルタイム分析のニーズに一致する保存期間も必要です4ストリームに対してクエリを実行して、ほぼリ
アルタイムのデータを処理するタスクを作成します。クエリでは、ストリームメタデータを使用してファイル名と

パスからストア番号とタイムスタンプを抽出し、外部関数を使用して例外、集計、スコアリングの計算を実行する

必要があります。クエリは、カテゴリマネージャーがアクセスできる別のテーブルまたはビューに結果を出力する

必要もあります。タスクは、リアルタイム分析のニーズに一致する頻度 (1分ごと、5分ごとなど)で実行されるよ
うにスケジュールする必要があります。

他のオプションは、ほぼリアルタイムの結果を提供するには最適ではなく、実現可能でもありません。

マイクロインジェストを避けるために、Snowflakeに取り込む前にすべてのファイルを連結する必要があります。
このオプションは、データパイプラインに追加の遅延と複雑性が生じるため、推奨されません。

ファイルを連結するには、クラウドストレージの場所を監視し、ファイルの結合操作を実行する外部プロセスまた

はサービスが必要になります。これにより、Snowflakeへの新しいファイルの取り込みが遅れ、データの損失また
は破損のリスクが増加します。さらに、Snowpipeは依然として各連結ファイルを個別のロードとして取り込むた
め、ファイルを連結してもマイクロ取り込みは回避できません。

外部スケジューラは、クラウドストレージの場所の内容を調べ、SnowSQLコマンドを発行して、リアルタイム分
析のニーズに一致する頻度でデータを処理する必要があります。Snowpipeは外部トリガーやスケジューラを必要
とせずに外部ステージから新しいファイルを自動的に取り込むことができるため、このオプションは必要ありませ

ん。外部スケジューラを使用すると、データパイプラインへのオーバーヘッドと依存関係がさらに追加され、ポー

リング間隔と外部スケジューラの可用性に依存するため、ほぼリアルタイムの取り込みは保証されません。
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ほぼリアルタイムの要件を達成するには、1秒ごとに実行するようにスケジュールされたタスクを含む copy into
コマンドを使用する必要があります。Snowflakeではタスクを毎秒実行するようにスケジュールできないため、こ
のオプションは実行できません。タスクの最小間隔は 1分ですが、タスクはスケジュール遅延や同時実行制限の影
響を受けるため、これさえも保証されません。さらに、タスクで copy intoコマンドを使用すると、ファイルの自動
検出、負荷分散、マイクロパーティションの最適化などの Snowpipeの利点を活用できなくなります。参考文献:
1: SnowPro Advanced:アーキテクト |学習ガイド
2:スノーフレークのドキュメント |ステージの作成
3:スノーフレークのドキュメント | Snowpipeを使用したデータのロード
4:スノーフレークのドキュメント | ELTのストリームとタスクの使用
:スノーフレークのドキュメント |タスクの作成
:スノーフレークのドキュメント |データロードのベストプラクティス
:スノーフレークのドキュメント | Snowpipe REST APIの使用
:スノーフレークのドキュメント |タスクのスケジュール設定
: SnowPro Advanced:アーキテクト |学習ガイド
:ステージの作成
: Snowpipeを使用したデータのロード
: ELTのストリームとタスクの使用
：［タスクの作成］

: [データロードのベストプラクティス]
: [Snowpipe REST APIの使用]
: [タスクのスケジュール設定]

最新問題: 37
Snowpark_opt_whウェアハウスで実行すると、Snowparkストアドプロシージャのメモリと計算リソースを最大
化する SQL変更コマンドはどれですか?
A.

B.

C.
D.

Answer: A (メーッセージを残す)
Snowparkストアドプロシージャのメモリとコンピューティングリソースを最大化するには、ストアドプロシー
ジャを実行するウェアハウスの MAX_CONCURRENCY_LEVELパラメータを設定する必要があります。このパラ
メータは、単一のウェアハウスで実行できる同時クエリの最大数を決定します。これを 16に設定すると、ウェアハ
ウスは単一ノード上の利用可能なすべての CPUコアとメモリを確実に使用できるようになり、Snowparkに最適
化されたウェアハウスにとって最適な構成になります。これにより、他のクエリやノードとリソースを共有する必
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要がなくなるため、ストアドプロシージャのパフォーマンスと効率が向上します。他のオプション

は、MAX_CONCURRENCY_LEVELパラメーターを変更しないか、16より低い値に設定しているため、間違ってい
ます。これにより、ストアドプロシージャのメモリと計算リソースが削減されます。参考文献:
【スノーパークに最適化された倉庫】1

[Snowpark Pythonを使用した機械学習モデルのトレーニング] 2
[スノーフレークショーツ:スノーパークに最適化された倉庫] 3

最新問題: 38
アーキテクトは、大量の構造化データおよび半構造化データを保存および分析するために、Snowflakeアカウント
とデータベース戦略を設計する必要があります。社内には多くの事業部や部門があります。要件は、スケーラビリ

ティ、セキュリティ、コスト効率です。

どのようなデザインを使用する必要がありますか?
A.データの量や複雑さに関係なく、すべてのデータストレージと分析のニーズに対応する単一の Snowflakeアカ
ウントとデータベースを作成します。

B.データの分離とセキュリティを確保するために、部門または事業単位ごとに個別の Snowflakeアカウントと
データベースを設定します。

C. Snowflakeのデータレイク機能を使用して、構造化スキーマやインデックスを必要とせずに、すべてのデータを
中央の場所に保存して分析します。

D.コアビジネスデータには一元化された Snowflakeデータベースを使用し、部門またはプロジェクト固有のデー
タには別のデータベースを使用します。

Answer: D (メーッセージを残す)
さまざまな事業単位や部門の大量の構造化データおよび半構造化データを保存および分析するための最適な設計

は、コアビジネスデータには一元化された Snowflakeデータベースを使用し、部門またはプロジェクト固有の
データには別のデータベースを使用することです。この設計では、次のような Snowflakeの機能を活用すること
で、スケーラビリティ、セキュリティ、コスト効率が実現します。

データベースのクローン作成:データベースのクローンを作成すると、元のデータベースと同じデータファイルを
共有するゼロコピークローンが作成されますが、個別に変更できます。これにより、ストレージコストが削減さ

れ、さまざまな目的での高速かつ一貫したデータレプリケーションが可能になります。

データベース共有:データベースを共有すると、データベース内のデータのサブセットへの安全で管理されたアク
セスを他の Snowflakeアカウントまたはコンシューマーに許可できます。これにより、さまざまなビジネスユニッ
トや外部パートナー間でのデータコラボレーションと収益化が可能になります。

ウェアハウスのスケーリング:ウェアハウスをスケーリングすると、さまざまなワークロードのパフォーマンスと
コストの要件に合わせてウェアハウスのサイズと同時実行性を調整できます。これにより、さまざまなデータ分析

ニーズに合わせた最適なリソース利用と柔軟性が可能になります。参考文献: Snowflakeドキュメント:
データベースのクローン作成、Snowflakeドキュメント:データベース共有、[Snowflakeドキュメント:
ウェアハウスのスケーリング]

最新問題: 39
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ある企業は、従来のデータベースプラットフォームからの移行の一環として、Snowpipeを使用して 10 TBの CSV
データを Snowflakeテーブルに取り込もうとしています。レコードは、最もパフォーマンスが高く、コスト効率の
高い方法で取り込まれる必要があります。

これらの要件はどのように満たされるのでしょうか?
A. copy intoコマンドで ON_ERROR = continueを使用します。
B. copy intoコマンドで purge = TRUEを使用します。
C. copy intoコマンドで FURGE = FALSEを使用します。
D. copy intoコマンドのエラー = SKIP_FILEで使用します。
Answer: D (メーッセージを残す)
Snowpipeを使用して大量の CSVデータを Snowflakeに取り込む場合、特に 10 TBなどの大量の場合、COPY
INTOコマンドの on error = SKIP_FILEオプションが非常に効果的です。このアプローチにより、Snowpipeは取り
込みプロセス中にエラーを引き起こすファイルをスキップできるため、全体のデータ読み込みが停止したり大幅に

遅くなったりすることがなくなります。問題のあるファイルの再処理を回避し、他のデータの取り込みを続行する

ことで、パフォーマンスとコスト効率を維持するのに役立ちます。

最新問題: 40
アーキテクトは、2つの別個の Snowflakeアカウントを使用して、Snowflake実稼働環境と QA環境を分離するこ
とを選択しました。

QAアカウントは、運用アカウントに変更をプッシュする前に、データとデータベースオブジェクトに対する変更
を実行してテストすることを目的としています。QAアカウント内のすべてのデータベースオブジェクトとデータ
は、少なくとも毎晩、Productionアカウント内の権限とデータを含め、データベースオブジェクトの正確なコピー
である必要があることが要件です。

QAアカウントに運用アカウントのデータとデータベースオブジェクトを毎晩入力するために使用する最も複雑
でないアプローチはどれですか?
A. 1)各データベースの運用アカウントに共有を作成します
2)消費者として QAアカウントへのアクセスを共有する
3) QAアカウントは各共有から直接データベースを作成します
4)それらのデータベースのクローンを毎晩作成する
5)クローン作成されたデータベースで直接テストを実行します。
B. 1) Productionアカウントでステージを作成します
2)同じ外部オブジェクトストレージの場所を指す QAアカウント内にステージを作成します。
3)毎晩実行するタスクを作成して、本番アカウントの各テーブルをステージにアンロードします
4) Snowpipeを使用して QAアカウントに入力します
C. 1)運用アカウントの各データベースのレプリケーションを有効にします。
2) QAアカウントにレプリカデータベースを作成する
3)レプリカデータベースのクローンを毎晩作成する
4)クローン作成されたデータベースで直接テストを実行します。
D. 1) Productionアカウントで、QAアカウントに接続し、1つの特定のテーブルのすべてのデータを返す外部関数
を作成します。
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2)ストアドプロシージャの一部として外部関数を実行し、運用アカウントの各テーブルをループし、QAアカウン
トの各テーブルにデータを設定します。

Answer: (解答を表示する)
このアプローチは、Snowflakeの組み込みレプリケーション機能を使用してデータとデータベースオブジェクトを
運用アカウントから QAアカウントにコピーするため、最も複雑ではありません。レプリケーションは、アカウン
ト、リージョン、クラウドプラットフォーム間でデータを同期するための高速かつ効率的な方法です。また、レプ

リケートされたオブジェクトの権限とメタデータも保持されます。レプリカデータベースのクローンを作成する

と、QAアカウントは元のデータに影響を与えることなく、クローンデータに対してテストを実行できます。ク
ローンはゼロコピーでもあり、データが変更されない限り、追加のストレージ領域を消費しません。このアプロー

チでは、データ転送プロセスに複雑さとオーバーヘッドを追加する可能性がある外部ステージ、タス

ク、Snowpipe、または外部関数は必要ありません。
参考文献:
レプリケーションとフェイルオーバーの概要

複数のアカウント間でのデータベースのレプリケーション

クローン作成に関する考慮事項

最新問題: 41
アーキテクトは、ON_ERROR=SKIP_FILEオプションを指定した COPY INTOを使用して、テーブルステージを
使用して CSVファイルを TABLEAというテーブルに一括ロードします。file5.csvという名前の 1つのファイルの
ロードに失敗します。アーキテクトはファイルを修正し、以前とまったく同じファイル名でステージに再ロードし

ます。

アーキテクトはステージから file5.csvファイルのみをロードするためにどのコマンドを使用する必要があります
か? (2つお選びください。)
A.@%tableaから tableaにコピー RETURN_FAILED_ONLY = TRUE;
B.@%tableaから tableaにコピーします。
C.@%tablea FILES = ('file5.csv');から tableaにコピーします。
D.@%tableaから tableaにコピーします。FORCE = TRUE;
E.@%tableaから tableaにコピー NEW_FILES_ONLY = TRUE;
F. COPY INTO tablea FROM @%tablea MERGE = TRUE;
Answer: B,C (メーッセージを残す)
オプション A (RETURN_FAILED_ONLY)は、以前にロードに失敗したファイルのみをロードします。file5.csvは
同じ名前でステージにすでに存在するため、新しいファイルとは見なされず、ロードされません。

オプション D (FORCE)は、テーブル内の既存のデータを上書きします。file5.csvからデータをロードするだけな
ので、これは望ましくありません。

オプション E (NEW_FILES_ONLY)は、最後の COPYコマンド以降にステージに追加されたファイルのみをロー
ドします。file5.csvは修正される前の段階にすでに存在しているため、これは機能しません。
オプション F (MERGE)は、ステージからのデータを既存のテーブルにマージし、まだ存在しないデータに対して
新しい行を作成するために使用されます。この場合、単に file5.csvからデータをロードしたいだけなので、これは
必要ありません。
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したがって、アーキテクトは COPY INTO tablea FROM @%tableaまたは COPY INTO tablea FROMを使用でき
ます。

@%tablea FILES = ('file5.csv')ステージから file5.csvのみをロードします。どちらのオプションでも、既存のデー
タを上書きしたり、追加の構成を必要とせずに、指定されたファイルからデータがロードされます。

最新問題: 42
アーキテクトは、外部ステージから Snowflakeへの 2つのファイルの毎日のインポートを自動化する必要があり
ます。1つのファイルには Parquet形式のデータが含まれ、もう 1つのファイルには CSV形式のデータが含まれ
ます。

最終的な結果セットを生成するには、データをどのように結合および集計する必要がありますか?
A. Snowpipeを使用して 2つのファイルを取り込み、マテリアライズドビューを作成して最終的な結果セットを
生成します。

B. Snowflakeスクリプトを使用してファイルをインポートするタスクを作成し、ユーザー定義関数 (UDF)を呼び
出して最終的な結果セットを生成します。

C.読み取る JavaScriptストアドプロシージャを作成します。外部ステージから直接データを結合して集計し、結
果をテーブルに保存します。

D.マテリアライズドビューを作成して、外部ステージから直接データを読み取り、結合し、集計し、そのビューを
使用して最終結果セットを生成します。

Answer: B (メーッセージを残す)
Snowflakeのドキュメントによると、タスクは、Snowflakeで SQLステートメントまたは JavaScriptユーザー定
義関数 (UDF)のスケジュールと実行を可能にするオブジェクトです。タスクを使用すると、データのロード、変
換、メンテナンス操作を自動化できます。Snowflakeスクリプトは、SQLステートメントと JavaScript UDFを使用
して手続き型ロジックを作成できる機能です。Snowflakeスクリプトを使用すると、複雑なワークフローを作成
し、タスクを調整できます。したがって、外部ステージからSnowflakeへの2つのファイルの毎日のインポート、デー
タの結合と集計、および最終的な結果セットの生成を自動化する最良のオプションは、COPY INTOコマンドを使用
してファイルをインポートするSnowflakeスクリプトを使用してタスクを作成することです。次に、UDFを呼び出
して結合および集計ロジックを実行します。UDFは、最終的な結果セットとしてテーブルまたはバリアント値を返
すことができます。参考文献:
タスク

スノーフレークスクリプト

ユーザー定義関数

最新問題: 43
Snowflakeのどの組み込み機能がテーブルの変更追跡メタデータを利用しますか? (2つお選びください。)
A. MERGEコマンド
B. UPSERTコマンド
C. CHANGES句
D. STREAMオブジェクト
E. CHANGE_DATA_CAPTUREコマンド
Answer: C,D (メーッセージを残す)
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テーブルの変更追跡メタデータを利用する組み込みの Snowflake機能は、CHANGES句と STREAMオブジェクト
です。CHANGES句を使用すると、明示的なトランザクションオフセット 1を使用してストリームを作成しなく
ても、指定された時間間隔内でテーブルまたはビューの変更追跡メタデータをクエリできます。STREAMオブジェ
クトは、テーブルに対して行われたデータ操作言語 (DML)の変更 (挿入、更新、削除など)と各変更に関するメタ
データを記録し、変更されたデータを使用してアクションを実行できるようにします。このプロセスは、変更デー

タキャプチャ (CDC)2と呼ばれます。他のオプションは、テーブルの変更追跡メタデータを利用しないため、正し
くありません。MERGEコマンドは、ソーステーブルとの結合の結果に基づいて、ターゲットテーブルに対して挿
入、更新、または削除操作を実行します3。UPSERTコマンドは有効な Snowflakeコマンドではありませ
ん。CHANGE_DATA_CAPTUREコマンドは有効な Snowflakeコマンドではありません。参考資料:変更点 |
Snowflakeドキュメント、テーブルストリームを使用した変更追跡 | Snowflakeドキュメント、MERGE |スノーフ
レークのドキュメント

最新問題: 44
次の DDLコマンドは、ストリームに基づいてタスクを作成するために使用されました。

MY_WHが auto_suspend - 60に設定され、このタスク専用に使用されると仮定すると、どのステートメントが真
ですか?
A.ストリームをチェックするために、ウェアハウス MY_WHが 5分ごとにアクティブになります。
B.ウェアハウス MY_WHは、ストリームに結果がある場合にのみアクティブになります。
C.ウェアハウス MY_WHは一時停止されません。
D.ウェアハウス MY_WHは、ストリームのサイズに合わせて自動的にサイズ変更されます。
Answer: B (メーッセージを残す)
ウェアハウス MY_WHは、ストリームに結果がある場合にのみアクティブになります。これは、タスクがストリー
ムに基づいて作成されるためです。つまり、タスクはストリームに新しいデータがある場合にのみ実行されます。

さらに、ウェアハウスは auto_suspend - 60に設定されます。これは、60秒間の非アクティブ状態が続くとウェア
ハウスが自動的に一時停止することを意味します。したがって、ウェアハウスはストリームに結果がある場合にの

みアクティブになります。参考文献:
[タスクの作成 |スノーフレークのドキュメント]
[ストリームとタスクの使用 |スノーフレークのドキュメント]
[倉庫を作成 |スノーフレークのドキュメント]
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最新問題: 45
Snowpipeのイベント通知の特徴は何ですか?
A.ロード履歴はターゲットテーブルのメタデータに保存されます。
B.通知は、クラウドストレージイベントとファイル内の実際のデータを識別します。
C. Snowflakeは、一時停止されたパイプが再開されると、すべての古い通知を処理できます。
D.パイプが一時停止されると、パイプに対して受信されたイベントメッセージは制限された保存期間に入りま
す。

Answer: (解答を表示する)
Snowpipeのイベント通知は、ステージ内の新しいファイルまたは変更されたファイルを Snowflakeに通知するた
めにクラウドストレージプロバイダーによって送信されるメッセージです。Snowpipeはこれらの通知を使用し
て、ステージからターゲットテーブルへのデータの読み込みをトリガーします。パイプが一時停止されると、パイ

プに対して受信されたイベントメッセージは制限された保存期間に入ります。この期間はクラウドストレージプ

ロバイダーによって異なります。保持期間内にパイプが再開されない場合、イベントメッセージは破棄され、デー

タは自動的にロードされません。データをロードするには、パイプを再開し、COPYコマンドを手動で実行する必
要があります。これは、Snowpipeのイベント通知の特徴であり、他のオプションとは異なります。参考資料:
Snowflakeドキュメント: Snowpipeの使用、Snowflakeドキュメント:パイプの一時停止と再開

最新問題: 46
Snowflakeオブジェクト階層に基づいて、どのセキュリティ保護可能なオブジェクトが Snowflakeアカウントに直
接属しますか?
(3つを選択)。
A.データベース
B.スキーマ
C.テーブル
D.ステージ
E.役割
F.倉庫
Answer: A,E,F (メーッセージを残す)
セキュリティ保護可能なオブジェクトは、Snowflakeでアクセスを許可できるエンティティです。セキュリティ保
護可能なオブジェクトには、データベース、スキーマ、テーブル、ビュー、ステージ、パイプ、関数、プロシージャ、

シーケンス、タスク、ストリーム、ロール、ウェアハウス、共有などがあります1。
Snowflakeオブジェクト階層は、セキュリティ保護可能なオブジェクトをネストされた方法で編成する論理構造で
す。最上位のコンテナはアカウントであり、顧客組織のすべてのデータベース、ロール、ウェアハウスが含まれてい

ます。各データベースにはスキーマが含まれており、スキーマにはテーブル、ビュー、ステージ、パイプ、関数、プロ

シージャ、シーケンス、タスク、ストリームが含まれています。各ロールには、他のロールまたはセキュリティ保護

可能なオブジェクトに対する権限を付与できます。各ウェアハウスは、セキュリティ保護可能なオブジェクトに対

するクエリの実行に使用できます2。
Snowflakeオブジェクト階層に基づいて、Snowflakeアカウントに直接属するセキュリティ保護可能なオブジェク
トは、データベース、ロール、ウェアハウスです。これらのオブジェクトはアカウントレベルで作成および管理さ
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れ、他のセキュリティ保護可能なオブジェクトには依存しません。他のオプションは次の理由により正しくありま

せん。

スキーマはアカウントではなくデータベースに属します。スキーマは既存のデータベース内に作成する必要があり

ます3。
テーブルはアカウントではなくスキーマに属します。テーブルは既存のスキーマ内に作成する必要があります4。
ステージはアカウントではなく、スキーマまたはテーブルに属します。ステージは既存のスキーマまたはテーブル

内に作成する必要があります。

参考文献:
1:アクセス制御の概要 |スノーフレークのドキュメント
2:セキュリティ保護可能なオブジェクト |スノーフレークのドキュメント
3:スキーマの作成 |スノーフレークのドキュメント
4:テーブルの作成 |スノーフレークのドキュメント
[5]:ステージの作成 |スノーフレークのドキュメント

有効な ARA-R01問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい ARA-R01試験問題集！ GoShiken.com
が最新の ARA-R01試験問題集を提供しています。GoShiken.com ARA-R01試験問題は最新で、解答が正確で
ございます。最新の GoShiken.com ARA-R01問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/Snowflake/ARA-R01-mondaishu.html (16330%OFF問題集溶と正解付きで 30%ｗ特

別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 47
ヘルスケア企業は医療機関とデータを共有したいと考えています。この研究所は Snowflakeの Standardエディ
ションを実行しています。ヘルスケア会社は Business Criticalエディションを実行しています。
このデータはどのように共有できますか?
A.医療会社は、アカウントパネルで研究所の Snowflakeエディションを変更する必要があります。
B.デフォルトでは、共有は Business Critical Snowflakeエディションから Standardエディションまでサポートさ
れています。

C. Snowflakeに連絡すると、ヘルスケア会社の共有リクエストを実行します。
D.共有オブジェクトの share_restrictionパラメータを falseに設定します。
Answer: D (メーッセージを残す)
デフォルトでは、Snowflakeは Business Criticalエディションから非 Business Criticalエディションへのデータの
共有を許可しません。これは、Business Criticalエディションでは、下位エディションでは利用できない強化された
セキュリティおよびデータ保護機能が提供されるためです。ただし、この制限は、共有オブジェクト (データベー
ス、スキーマ、またはテーブル)の share_restrictionパラメーターを falseに設定することでオーバーライドできま
す。このパラメーターを使用すると、データプロバイダーは下位エディションのアカウントとのデータ共有を明示

的に許可できます。このパラメータはデータプロバイダーのみが設定でき、データコンシューマーは設定できな

いことに注意してください。また、このパラメータを falseに設定すると、共有データのセキュリティとデータ保護
のレベルが低下する可能性があります。

https://www.goshiken.com/Snowflake/ARA-R01-mondaishu.html
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参考文献:
データ共有を有効にする:ビジネスクリティカルアカウントから下位エディションへのデータ共有を有効にする
BUSINESS CRITICAL Editionのアカウントから下位エディションのアカウントへの共有は許可されない SQL実
行エラー: BUSINESS CRITICAL Editionのアカウントから下位エディションのアカウントへの共有は許可されま
せん。スノーフレークのドキュメント

最新問題: 48
アーキテクトは、接続と切断のタイムスタンプ、ユーザーのユーザー名、および要約統計情報を含む

VPN_ACCESS_LOGSテーブルを SECURITY_LOGSスキーマに持っています。
このテーブルで Snowflake検索最適化サービスを有効にするには、アーキテクトは何をすべきですか?
A.今後のテーブルで OWNERSHIPを持つロールを引き受け、SECURITY_LOGSスキーマで ADD SEARCH
OPTIMIZATIONを引き受けます。
B. SECURITY LOGSスキーマの ADD SEARCH OPTIMIZATIONを含むすべての権限を持つ役割を引き受けます。
C. VPN_ACCESS_LOGSの OWNERSHIPと SECURITY_LOGSスキーマの ADD SEARCH OPTIMIZATIONを持
つロールを引き受けます。

D. VPN_ACCESS_LOGSに対する ALL PRIVILEGESと SECURITY_LOGSスキーマの ADD SEARCH
OPTIMIZATIONを持つロールを引き受けます。
Answer: C (メーッセージを残す)
SnowPro Advanced: Architect Exam Study Guideによると、テーブルで検索最適化サービスを有効にするには、
ユーザーはテーブルとスキーマに対する ADD SEARCH OPTIMIZATION権限を持っている必要があります。
権限は明示的に付与することも、データベースやロールなどの上位レベルのオブジェクトから継承することもでき

ます。テーブルに対する OWNERSHIP権限は ADD SEARCH OPTIMIZATION権限を意味するため、テーブルを所
有するユーザーはテーブルに対する検索最適化サービスを有効にすることができます。したがって、正しい答え

は、VPN_ACCESS_LOGSの OWNERSHIPと SECURITY_LOGSスキーマの ADD SEARCH OPTIMIZATIONを
持つロールを引き受けることです。これにより、ユーザーは VPN_ACCESS_LOGSテーブルおよび
SECURITY_LOGSスキーマで作成される今後のテーブルで検索最適化サービスを有効にすることができます。他
のオプションは、過剰な権限を付与するか、テーブルまたはスキーマに必要な権限を付与しないため、正しくあり

ません。参考文献:
SnowPro Advanced: Architect試験学習ガイド、11ページ、セクション 2.3.1
Snowflakeドキュメント:検索最適化サービスの有効化

最新問題: 49
次のテーブルが実稼働データベースに存在します。

規制要件では、企業はデータがクエリされるときに、現在の日付に基づいて 6か月以上前のイベントのユーザー名
をマスクする必要があると規定されています。

イベントデータを複製せず、テーブルを使用してビューを作成するときやテーブルのクローンを作成するときに

イベントデータが確実に適用されるようにすることなく、どのように要件を満たすことができるでしょうか?
A.有効な日付を持つ資格テーブルを使用して、ユーザー名列にマスキングポリシーを使用します。
B.有効な日付を持つ資格テーブルを使用して、user_eventsテーブルで行レベルのポリシーを使用します。

https://www.jpnpdf.com/Snowflake.ARA-R01.v2024-03-09.q49-mondaishu.html


C.条件列としてevent_timestampを持つユーザー名列にマスキングポリシーを使用します。
D. username列の caseステートメントを使用して、user_eventsテーブルで安全なビューを使用します。
Answer: (解答を表示する)
マスキングポリシーは、ユーザーの役割とデータの状態に基づいてクエリ結果内の機密データをマスキングでき

る Snowflakeの機能です。マスキングポリシーはテーブルまたはビュー内の列に適用でき、同じテーブルまたは
ビュー内の別の列を条件付き列として使用できます。条件列は、値1に基づいて秘匿化ポリシーを適用するかどう
かを決定する列です。

この場合、event_timestampを条件列としてユーザー名列のマスキングポリシーを使用することで要件を満たすこ
とができます。マスキングポリシーでは、event_timestampが現在の日付に基づいて 6か月以上古い場合にユー
ザー名をマスクし、それ以外の場合は元のユーザー名を返す関数を使用できます。マスキングポリシーは

user_eventsテーブルに適用でき、テーブルを使用してビューを作成するとき、または table2を複製するときにも
適用されます。

他のオプションは次の理由により正しくありません。

A)。有効な日付を含む資格テーブルを使用してユーザー名列にマスキングポリシーを使用するには、各ユーザー名
の有効な日付を格納する別のテーブルを作成し、それをマスキングポリシー関数で user_eventsテーブルと結合
する必要があります。これにより、マスキングポリシーに複雑さとオーバーヘッドが追加され、マスキングの条件

としてevent_timestamp列が使用されなくなります。
B)。有効な日付を持つ資格テーブルを使用して user_eventsテーブルで行レベルのポリシーを使用するには、各
ユーザー名の有効な日付を保存する別のテーブルを作成し、それを行アクセスポリシー関数で user_eventsテー
ブルと結合する必要があります。これにより、username列をマスクするのではなく、有効な日付に基づい
て、event_timestampが 6か月より古い行がフィルターで除外されます。これはユーザー名をマスクするという要
件を満たさず、イベントデータの可視性も低下します。

D)。username列の caseステートメントを使用して user_eventsテーブルで安全なビューを使用するには、case
式を使用して、event_timestamp列に基づいて username列をマスクするビューを作成する必要があります。これ
はユーザー名をマスクするという要件を満たしますが、テーブルのクローン作成時には適用されません。安全な

ビューは、ビューに対するクエリによって基になるデータが公開されるのを防ぐビューです。ただし、安全な

ビューであっても、テーブルのクローンを作成することによって基になるデータが公開されるのを防ぐことはでき

ません3。
参考文献:
1:マスキングポリシー |スノーフレークのドキュメント
2:マスキングポリシーでの条件付き列の使用 |スノーフレークのドキュメント
3:安全なビュー |スノーフレークのドキュメント
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